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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀ほりに囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　観光だけでなく、各種大会、コンサートなどの催もよおしもののため、帝都を訪おとずれる者が必ず一度は立ち寄る帝都城は、帝都観光の名所だ。何度足を運んでも美しい景色を楽しんでもらえるように、帝都城と帝都城公園は四季折々、細こまかい手入れがされている。




「伯お父じさんたち、がんばってるなぁ」

　土曜日の朝、奥庭の仕事を終えた蒼そう司し朗ろうは、朝一番の作業で季節の花へと綺き麗れいに植うえ替かえられた花か壇だんを眺ながめ、誇ほこらしい気分になる。帝都城お抱かかえ庭師・望もち月づき造ぞう園えんの仕事は、都会風に洗せん練れんされており、いつどこから見てもすっきりとして、とても美しい。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピチュ」

「「（しゅー）」」

「うん、皆みな、喜んでくれるよね」

　綺麗な花壇を見てはしゃぐピヨ四し神じんが飛びだしていかないよう、蒼司朗は順番に撫なでて可愛かわいがる。

　帝都城公園をジョギングや散歩に利用している帝都民は、花壇の植え替えにきっと気づくだろう。観光客たちはこの花壇の花の前で、帝都城を背景に記念写真を撮とるに違いない。

「今日の仕事は、帝都大通り東側だ！」

　気合いを入れ、蒼司朗は帝都城公園を出て望月造園に戻る。望月造園の庭師たちは、もう現場に移動しているが、今日、蒼司朗が行う作業はショベルカーを使う予定なので、愛用の小型ショベルカーで現場に向かわなくてはいけない。

　蒼司朗が望月造園に向かうとわかって、ピヨ四神は機き嫌げんがよくなる。

「ミキュン」

「キュウ～」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

「お前ら、ショベルカーに乗るの好きだなぁ」

　くすくすと蒼司朗は笑う。遠出するとか、どこかに遊びに行くわけでもないのに、蒼司朗と一緒にショベルカーに乗っているだけで、ピヨ四神はいつもご機嫌だ。

「じゃ、さくさく家に戻るぞー！」

　蒼司朗は軽かろやかに駆かけだす。今日は走りこみが少し足たりないと感じていたので、望月造園までのランニングはちょうどいい。振り落とされないよう、ピヨ四神は慣なれた様子で蒼司朗にしっかりとしがみつく。

「ミャッミャッミャッミャッ」

「キュイキュイキュイキュイ」

「ピピチュ、ピピチュ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　歩調に合わせて聞こえる鳴き声は、いいペースメイカーだ。これはこれで、ピヨ四神はいつもけっこう楽しそうなのだが。

（遊んでやれなくて、ごめんね）

　蒼司朗は胸むねの内でピヨ四神に謝罪する。

　本来よりも小さな姿になっているピヨ四神は、帝都のどこにでも連つれていける。小さな姿の今だからこそできることは、きっとたくさんある。好きな場所で思いっきり遊べるはずなのに、蒼司朗はあれこれと忙いそがしいばかりで、ちっともかまってやれない。

　一日も早く奥庭を立りつ派ぱに仕上げて、成せい獣じゆうの姿に戻さなければと思うのに、まだもう少しの間、一緒にいて世話をしていたいとも思ってしまう。

（生意気な悩なやみだなー）

　どれも満足にできていないのにと苦笑しながら、蒼司朗は駆ける。




「ピ！」

　警けい告こくするようなチビ朱す雀ざくの声に、はっと緊張して蒼司朗は周囲の様子を窺うかがう。




　いつも通る道の手前に、工事車しや両りようが止まっているのが微かすかに見えた。

「あー、そういえば、道路工事するんだっけ」

　緊急事態ではないとわかって、蒼司朗は肩かたの力を抜く。

　近くで道路工事をするのだと、一週間ぐらい前に、町内会の回かい覧らん板ばんが回ってきていた。広くはないが、車両の対面通行が可能な道路を、片側ずつ工事している。車両は通行止めだが、安全確認をしている誘ゆう導どう員いんの指示に従って、歩行者は通行することができる。このまま進んでも、問題はないのだが。

「回り道しよう」

　蒼司朗は速すみやかに道を変える。

（車で通っても、迷めい惑わくにならない道……）

　小型ショベルカーで通るつもりだった道が工事中だ。別の道を確認しておきたい。

　望月造園は大通りから少し入った住宅地にあるので、歩行者や走行音に気をつけなくてはいけない。

　内うち弁べん慶けいなところのあるピヨ四神は、慣れないことや、いつもと違うことには、ちょっと物もの怖おじする。

　いつもの道を行くのではない蒼司朗に、ピヨ四神は警けい戒かいし黙だまって様子を見ていたが、蒼司朗がいくらか駆けていくうちに気にするほどのことではないとわかって、また賑にぎやかに鳴きだした。




　もう少し行けば望月造園というところで。




「────だぁから！　こんなところで何してんだって聞いてんだよ！」




　聞き覚えのある声に、蒼司朗は驚おどろいて駆け足をやめる。怒ど鳴なり声の嫌きらいなピヨ四神は、怯おびえてさっと頭を引っこめた。

（喧けん嘩か？）

　蒼司朗は眉まゆを顰ひそめ、歩きながら周りを見回す。蒼司朗が通ろうとしていた道の脇わき道みち、細い路ろ地じのほうから聞こえてきた声のようだ。

　蒼司朗も喧嘩は怖こわいので、できればかかわり合いになりたくはないのだが。

（柳生やぎゆう藤ふじ丸まるさん、だよな？）

　怒鳴っていたのが知り合いの公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生なら、気になる。

（藤丸さんがどうしてこんなところにいるんだろう）

　公儀隠密や公儀隠密候補生が巡じゆん回かいしているのは、帝都民や観光客が大勢行き来する繁はん華か街がいが主おもだ。これまでに蒼司朗がこの近所で柳生藤丸を見かけたことはない。

　柳生藤丸は頭の回転が速く要よう領りようもよくて、いかにも今どきの若者というチャラチャラした雰ふん囲い気きの大学生だが、公儀隠密候補生としてのプライドは高い。もしも気に入らない相手がいたとしても、町中で喧嘩をするとは考えられない。

（誰だれに怒鳴ってるのかな）

　土ど塀べいに身を寄せた蒼司朗は、そっと角から路地を覗のぞく。顔を出したピヨ四神も、蒼司朗と同じように、そーっと路地を覗く。




「────別に、何もしてません……！」

　怒鳴った柳生藤丸に返事をしたのは、人のいい『田舎いなかのおじさん』という雰囲気の、地方訛なまりのある小太りの男性だった。

「何もなくて、こんなトコに来るのかよ!?」

「へーんなの！」

　柳生藤丸は同じぐらいの年頃の、公儀隠密候補生二人と一緒にいた。三人に笑われ、じりっと間合いを詰められて、気け圧おされた男性はすっかり腰こしが引けている。

「み、道に迷って……」

「どこに行くんだよ？　道教えてやるから、言えよ？」

「連れてってやるし」

「そうそう。俺たち、帝都のことなら、よーく知ってっから」

　柳生藤丸たちは親切で案内しようとしているのかもしれないが、絵え面づらとしては観光客が不良に絡からまれているようにしか見えない。どこに行きたいと言ったところで、どこか別の人ひと気けのないところに連れていかれて、金目のものを巻まき上げられるか、痛い目に遭あいそうで恐おそろしい。




（うわー……。これ、このまま見過ごすのはよくないよなぁ……）

　蒼司朗は渋しぶい顔で思案する。

　柳生藤丸たちは公儀隠密候補生なのだから、滅めつ多たなことはしないと信頼しているが、相手はどう見ても善良な観光客だ。

（でも、迂う闊かつに割って入るのは……）

　蒼司朗はたまたま通りかかっただけで、何も事情を知らない。柳生藤丸たちの邪じや魔まをするのは、よくないかもしれない。

（……話を聞くだけでも、何もしないよりはいいかなぁ）

「ミギャ？」

　くっついている小さな身体からだの緊張具ぐ合あいから判断するに、ピヨ四神はあの男性を、悪人だとは感じていないようだ。

　蒼司朗は深呼吸をして、枝えだ打うち斧おのを握にぎり直す。

（お庭番、望月蒼司朗────）




「何やってんだ、チビ」




　覚かく悟ごを決めて、こっそり隠かくれていた場所から今にも出ようとしていた蒼司朗は、背後から声をかけられ、心しん臓ぞうが口から飛びだすかと思うほど驚いた。

（篠しの原はら……っ！）

　大声で叫さけばないよう、とっさに口を押さえて振り向いた蒼司朗は、真後ろにいる篠原勇ゆう輝きを涙なみだ目めで見上げる。




　篠原勇輝の実家の白びやつ虎こ神社は、望月造園と同じく帝都西地区にある。

　帝都の名所である白虎神社はバス停ていもある便べん利りな大通りに面しているが、篠原勇輝は白虎の戦士で有名人だ。観光客に見つかって人だかりができると面倒なので、近きん隣りんの住民しか使わないような道を好このんで通る。帰り道で、たまたま同じになってしまったらしい。




「ミギャ」

「キュイキュオ」

「チュピピ」

「「（しゅーしゅー）」」

「んん？」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神が、神しん妙みような様子で何かを訴うつたえるので、篠原勇輝は蒼司朗を真ま似ねて路地を覗く。




　柳生藤丸たち不良三人組が、観光客らしき男性に絡んでいた。（←としか見えない）




「……あー……」

　篠原勇輝も、さっきの蒼司朗と同じように渋い顔になる。

「（どうする？　篠原）」

「（どうする、ってもなぁ……）」

　小声で問いかけた蒼司朗に、篠原勇輝も小声で答える。

　事情もわからないのに、首を突っこむのはいかがなものかと思うのだが、このまま見なかったふりをして立ち去るのも、どうもいただけない。

「（面めん倒どくせーモン見つけやがって……！）」

　舌した打うちする篠原勇輝に、蒼司朗は口を尖とがらせる。

「（藤丸さんの怒鳴り声が聞こえたら、篠原だって絶対覗くよ……！）」

「（あー、うるせー！）」

　否ひ定ていできないので、篠原勇輝はふてくされる。

　しかしこのまま放っておくわけにも────。




「ミギャギャ」

「ニャーン」




　チビ白虎に呼びかけられ、土ど塀べいの上を散歩していた猫ねこが返事をした。




　蒼司朗と篠原勇輝は、土塀の上の猫を見る。

「（坂さか田たさん家ちの）」

「（博ひろ文ふみクン、いいところに！）」

　通りかかった帝都西地区の飼かい猫は、この辺りがお散歩コースのご近所猫なので二人ともよく知っている。




「俺らヒマしてっから、遠えん慮りよすんなよ」

「困ったときはお互いさまだし」

「どこ行くの？　おじさーん」

「い、いや、大丈夫ですから……」

　親切めかして近寄る柳生藤丸たちから、男性は後あと退ずさる。




　坂田さん家の猫の博文クンを土塀から下おろした篠原勇輝は、蒼司朗と一緒に博文クンを抱かかえた。

「（いくぞ）」

「（せーの！）」




「ニャーン」




　鳴き声とともに、頭上からまるまると太った黒猫が降ってきた。

「うわわ！」

「ひっ！」

　びっくりして、柳生藤丸たちと男性は後ろに下がる。




「（ナイスコントロール、篠原！）」

「（おう、任せとけ！）」

　土塀を越えて投げ上げて、男性と柳生藤丸たちの間に博文クンを見事に着地させた蒼司朗と篠原勇輝は、角に隠れてハイタッチする。




「ニャーン」

「うぉっ！　前横切んな！」

　黒のぶーにゃんに前を横切られそうになり、柳生藤丸は慌あわてる。

「ニャ？」

　騒さわぐ柳生藤丸をちらりと一いち瞥べつし、土塀の上のお散歩を再開するために、すたすたすたと博文クンは土塀に向かって歩く。長い尻しつ尾ぽを立てた博文クンは、ぶーにゃんのくせに足どりがしなやかで軽い。

「あ、藤丸さん！　俺、ニボシ持ってます！」

「でかした！」

「ほらほら、デブ猫、こっち来ーい……！」
















　黒猫に前を横切られると不吉。柳生家の人間は、迷信でも縁えん起ぎを担かつぎたがる。黒猫一匹にぎゃーぎゃー騒いでいるなら、たいした揉もめごとではなかったようだ。

　絡まれていた男性は、黒猫が割って入ってくれたおかげで、柳生藤丸たちとの距離を空あけることができた。彼らが騒いでいる間に、そそくさとその場から離れる。




　男性が無事に逃にげたのを見て、蒼司朗と篠原勇輝は帰路につく。

「なんだったのかな？」

「俺が知るかよ」
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　翌よく日曜日、帝都神社の神官全員は、早朝の掃そう除じを終えた本ほん殿でんに集まるようにと、小お此この木ぎ神官長に命めいじられた。




「何があるんですか？」

　掃除を終えて道具を片づけた蒼そう司し朗ろうは、本殿の一番後ろに向かいながら、小声で鈴すず宮みや神官に尋たずねる。奥庭のお庭番であっても、神官の資格を持たない神務実習生である蒼司朗の場所は、本殿の末席だ。

　帝都に来てようやく半年が経たったものの、蒼司朗はまだまだ帝都の行事に疎うとい。

　神官修行を始めてから参さん拝ぱい時間前に、こんなふうに帝都神社の全神官に集合がかかるのを見るのは初めてだ。先輩神官たちから緊きん張ちようした雰ふん囲い気きが伝わってくるので、蒼司朗もなんだか落ち着かない。

　ピヨ四し神じんが同行している状態で蒼司朗が神官修行をすると、他の神官は迂う闊かつに蒼司朗を注意できない。人間の都つ合ごうや理り屈くつを神様に受け入れてもらうわけにはいかないので、不ふ敬けいにあたらないよう、蒼司朗の修行中、ピヨ四神は奥庭にいる。

　集合をかけられたが、奥庭の四神を同席させるようにとの連れん絡らくは受けていないので、蒼司朗は奥庭にいるピヨ四神を連つれてこなかった。

　特別扱あつかいされない蒼司朗は、最も格下の扱いだ。何かと蒼司朗の世話をしてくれる鈴宮神官は、帝都神社で一番若い新人神官なので、蒼司朗のすぐ近くにいる。




　尋ねられた鈴宮神官は、困った顔になる。

「さぁ……、なんでしょう。わたしもこんな集合は、初めてです」

「そう、ですか」

　今朝のこれは特例なのだと、蒼司朗は理解する。




　神官たちは行ぎよう儀ぎよく整列して本殿に正座したものの、呼びだされた理由がわからないので、どうにも居い心ごこ地ちが悪い。

「お前、何かやったか？」

　横にいた神官にこそこそと尋ねられ、神官の一人は真剣に考える。

「いやー、特に心当たりは……、あれ？　ひょっとしてあのことかな」

「叱しかられるのは、自分かもしれませんっっ！　申し訳ありませんっっ！」

「そういえば、この前のあれ……」

　猜さい疑ぎ心しんに駆かられて周りを見回す者もいれば、自分の行いに何かしら思い当たるところがあって、小さくなっている者もいる。

「この前のあれ、ってなんですか？」

「ぎゃっ！」

　ぬっと背後から顔を出した小此木神官長に、心当たりがあって青くなっていた神官は悲鳴をあげた。目立つ人物のはずなのに、小此木神官長はときどきいきなり近くに現れる。

「あはは。怖こわがらせてすみません。今日はお説教やお小言で集合をかけたわけじゃありませんよ」

　腰こしを抜かさんばかりに驚いた神官に笑って、小此木神官長は詫わびる。




「このところ一部の観光客の行動が、ちょっと気になるんですよね」

　最後に本殿に入って扉とびらを閉めた小此木神官長は、一いち瞥べつして神官全員が集合しているのを確認し、悩なやましげに溜ため息をついた。

　伝でん聞ぶん形式でないのは、実際に小此木神官長がそう感じているからだ。誰だれより多た忙ぼうなくせに、仕事をサボってちょくちょく城下に遊びに出ている小此木神官長は、帝都神社の神官の誰よりも、城下のことに精通している。




「気になることとはなんですか？」

　低く響ひびく声で、厳おごそかに新しん庄じよう神官が尋ねたので、他の神官たちは静かに聞き耳を立てる。

「えーと、ホントたいしたことではないんですよ？　大おお袈げ裟さに考えないでくださいね」

　固かた唾ずを吞のんでいる神官たちの前に立ち、小此木神官長は苦笑する。

　剛ごう力りき無む双そうの格かく闘とう系けい神官である新庄神官にかかると、どんな騒そう動どうでも力にものをいわせて問答無用で鎮ちん圧あつされそうだ。

「帝都の外から来る人たちの一部が、観光案内にない場所に足を運んでいるようなんですよ。口コミで知った店で買い物をするとか、どこかに立ち寄って見学するとかでもなく。はっきりした目的もなく徘はい徊かいしているようですが、だからといってのんびりと帝都の散さん策さくを楽しんでいるわけでもありません」

　観光案内にない場所をうろつきはするが、その者たちは基本的には観光名所を回ったり、催もよおしに出かけたり、買い物をしたりもしているようなので、まったくの不ふ審しん者しやではない。

「私有地に足を踏ふみ入れて、帝都住民と揉もめごとになっているという報告や、どうにかしてくれという相談も、警けい察さつにいくつか寄せられているようです」




（あ！）

　小此木神官長の言葉を聞いて、ぴくりと反応した蒼司朗に、すぐ横にいた鈴宮神官が気づく。

「（どうかなさいましたか？　蒼司朗様）」

　周りにいる神官たちに聞こえないよう、鈴宮神官は小声で蒼司朗に尋ねた。

　一番後ろなので、少しくらいなら、こそこそ喋しやべっても他の神官たちには聞こえない。

　何か心当たりがあるのではと緊張する鈴宮神官に、蒼司朗は小声で答える。

「（いえ、昨日家の近くで、観光客らしい男の人と一緒にいた柳生やぎゆう藤ふじ丸まるさんたちを見かけたので）」

「（あぁ）」

　なるほどと鈴宮神官は頷うなずく。

　帝都で起こるちょっとした事件は、警察ではなく、公こう儀ぎ隠おん密みつや公儀隠密候補生が解決している。蒼司朗の自宅の近く────、一般の観光客が足を運ぶ場所ではない住宅街で、観光客と柳生藤丸たちを見かけたというなら、まさしく今、小此木神官長が話していた事例に違いない。

　いつからだか、蒼司朗たちには知る由よしもないが、公儀隠密はすでに行動を開始している。




「地方から、都つ合ごうをつけて時間と交こう通つう費ひを使い、わざわざ帝都に来てくれる人の多くは、帝都で何かしらの願がん掛かけをしています」

　不審な行動をとる観光客は、帝都にとって何かよくないことをしようとしているのかもしれない不審者だが、帝都観光に来る者たちは、帝都神社、帝都の四神神社に必ず参拝している。

　参拝が帝都観光のお決まりのコースになっていて、外はずせない、外すと不自然なので仕方なく参拝しているだけなのかもしれないが、参拝するからには、何か願掛けをしているだろう。彼らは皆みな、大切なお客様だということを忘れずに接しなければいけない。

「もしも観光客の誰かが、我々の予想もつかないことをしているのを目もく撃げきしても、頭ごなしに叱ったり、責めたりしてはいけませんよ。神官は警察官ではありませんからね」

　過か激げきな態度に出たり、出すぎた真似をしてはいけないと注意を促うながされ、神官たちは神しん妙みような表情で頷く。

「彼らの行動の理由、知りたいですよねぇ？　我われ々われで、こっそりと調べてみましょう」

　小此木神官長は悪戯いたずらっぽく片目を瞑つむる。
















　もしも悪意ある何かが不審者によって密ひそかに残されていた場合、公儀隠密よりも、気配に聡さとい神官のほうが、効こう率りつよくそれを発見できる。

「考えすぎの取り越し苦労かもしれませんけどね」

　ただの杞き憂ゆうに終わるなら、そのほうがいいと小此木神官長は思っている。

「とにかく、すこーし気になりますから、今日は動ける者から城下の巡じゆん回かいをしてください」

　小此木神官長は、にっこりと微笑ほほえんで帝都神社の神官たちに命じた。




　帝都城下を巡回するといっても、いつもの参拝客である近きん隣りんの住民に観光客が加わり、参拝客が多くなる日曜日に、神官が帝都神社の仕事を休むわけにはいかない。通常どおり仕事を行いながら、空いている時間や、空けられそうな時間に積極的に巡回を行うようにしようということだ。

　誰が何時に帝都のどこをと、細かく指示されることなく、神官は各自の判断で臨りん機き応おう変へんに巡回活動をする。




「あ、蒼司朗くーん！」

「はいっ！」

　解散と言われて腰を上げた蒼司朗は、小此木神官長に遠くから呼ばれ、思わずぴっと背せ筋すじを伸ばして振り向く。

　本殿を退出する神官は、蒼司朗に話しかける小此木神官長の邪じや魔まにならないよう、頭を低くして素す早ばやく通りすぎたり、二人の間を避さけた。

「左さ近こんさんには連絡してありますから、蒼司朗くんはこれからすぐに青せい龍りゆう神社に行って、奏かなでくんと一緒に城下を巡回してくださいねー」

「はい？」

　小此木神官長の言葉に、蒼司朗はきょとんとする。

　観光客の少ない他の曜日では意味がないので、蒼司朗も今日は帝都神社の事情を優先し、奥庭の庭仕事以外、神官修行も望もち月づき造ぞう園えんの庭師見習いの仕事もすべてとりやめなければいけないと思っていた。

　伯お父じであり望月造園の親方である左近に、小此木神官長からすでに話が通っているのは、とても助かるのだが。

「安あん藤どうと、ですか？」

「はい。なかよくするんですよー」

　がんばってくださいと手を振って、小此木神官長は本殿を出て行った。




　小此木神官長に、そう言われたものの。

（オレがなかよくしようとしてもなぁ……）

　奥庭にピヨ四神を迎むかえに行った蒼司朗は、遠い目をする。




　相手もなかよくしようと思ってくれなくては、なかよくはできない。

　帝都の名家の子し息そくであり、積つみあげた努力を見事に形にしてきた安藤奏は、蒼司朗が奥庭のお庭番になったことを、最初から快こころよく思っていない。

　プライドが高い安藤奏は、もともとそういう性格なのかもしれないが、蒼司朗に対する態度や言葉にはトゲがある。奥庭のお庭番にふさわしい人物であると認めてもらえるまでは、まだしばらくの間はなかよくしてくれそうもないと、蒼司朗は感じている。




（あれ？　オレ、お参まいり以外で、青龍神社に行ったことないかも）

　よく思い出してみると、幼おさないころから何度もお参りしに足を運んでいるが、蒼司朗はこれまで一度も一人で青龍神社に行ったことがない。

「うーん……！」

　青龍神社には節せつ分ぶんの鬼おに舞まいのときに協力しているが、安藤奏以外の青龍神社の神官と親しく会話した記き憶おくがほとんどない。




「ミギャ？」

「キュウ」

　奥庭の扉を開いた蒼司朗へと、喜んで駆け寄ったピヨ四神は、何やら難しい顔をしている蒼司朗を見上げて、くりっと首を傾かしげる。

「チュピチュ」

「「（しゅー）」」

「んー、ゴメン、大丈夫だから」

　どうしたのだろうと円つぶらな目で見つめられた蒼司朗は苦笑し、ピヨ四神を抱だっこする。




　青龍神社の御おん曹ぞう司しであり、青龍の戦士である安藤奏に、蒼司朗は快く思われていない。青龍神社の神官は、安藤奏の手前、蒼司朗のことを歓かん待たいしてくれそうもないが、冷れい遇ぐうされることを恐おそれて後しり込ごみしていては、何もできはしない。

　小此木神官長にやれと命じられたことはやらねばならないし、どうなるだろうと不安に思っていても仕方ない。全力で体当たりあるのみだ。




「っしゃ！　元気出していくぞ！」

「ミギャー！」

「キュオー！」

「チュピピー！」

「「（しゅーしゅー！）」」

　枝えだ打うち斧おのを持つ手を上げて、気合いを入れた蒼司朗に、ピヨ四神も雄お叫たけびをあげた。




　青龍神社は帝都の東地区にある。

（神社に行くんだから、やっぱりこれだよな）

　帝都神社の神官の一人として活動するのだからと、蒼司朗は社しや務む所しよで着替えずに神官装しよう束ぞくのまま、青龍神社に向かった。




　蒼司朗とお出かけするのは大好きだが、内うち弁べん慶けいなピヨ四神は初めての場所は警けい戒かいするし、知らない人が大勢いると、物もの怖おじして隠かくれてしまう。

（こいつらが顔見せてくれれば、助かるのになー……）

　可愛かわいい奥庭の四神様がお出ましになったなら、青龍神社の全神官の態度が間違いなく軟なん化かするのだが、頼ってはいけない。子供や女性がいるところなら、きょろんと愛あい想そうよく顔を出すが、神官はおっさんばかりなのでピヨ四神は全力で隠れる。




「セイ、お前、御ご前ぜん試じ合あいのときに何回か迎えに来てもらっただろ？」

　他のピヨ四神が警戒するのはわかるが、チビ青龍まで同じ態度なのかと、蒼司朗は苦笑する。景色に見覚えがあるだろうし、青龍神社の神官にはいろいろとよくしてもらったはずなのに。

「（キュ）」

　小さく一ひと声こえ鳴いただけで、だんまりを決めこんだチビ青龍は、ぬくぬくと蒼司朗の首の後ろに身を隠した。




「おはようございます。帝都神社から来ました、望月蒼司朗です」

　社務所に向かった蒼司朗は、大きな声で挨あい拶さつして頭を下げる。

「安藤奏くんは、いらっしゃいますか？」

　尋ねた蒼司朗を、社務所の窓口にいた神官は恭うやうやしく出迎えた。

「おはようございます、蒼司朗様。どうぞこちらへ」

　青龍神社には小此木神官長から話が通っていた。蒼司朗は案内されて、丁てい重ちように奥へと案内される。




「奏様、蒼司朗様をお連れいたしました」

　安藤奏は社務所の奥の茶室で、蒼司朗の到とう着ちやくを待っていた。

「どうぞ、お入りください」

　茶室の中から安藤奏が返事をしたので、蒼司朗を案内した神官は、にじり口の障しよう子じを開いて一礼した。

　茶室に枝打ち斧を持ちこむわけにはいかない。蒼司朗は神官に枝打ち斧を預あずけ、にじり口から茶室に入る。




「おはようございます」

　奥庭のお庭番だからと蒼司朗を敬うやまう気はないが、安藤奏が礼れい儀ぎを欠かくことはない。

「おはようございます」

　正座した安藤奏に丁てい寧ねいに挨拶されて、蒼司朗も正座をしてきちんと挨拶を返す。

　座ざ布ぶ団とんを勧すすめ、慣れた様子で手早く茶を点たてた安藤奏は、蒼司朗の前に茶ちや碗わんを置いた。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます……！」

　もてなされると思っていなかった蒼司朗は、驚きながらもお茶をいただく。

　案外様になっている蒼司朗を眺ながめ、安藤奏はふんと鼻を鳴らす。

「お茶の作法は知ってるんですね」

　言われてから、目を瞬しばたたいた蒼司朗は、自分が試されていたのだと気づいた。

　安藤奏は蒼司朗が『奥庭のお庭番』という、神官として位くらいの高いお役目に就ついたことを面おも白しろく思っていない。他愛たわいないことでも、何かしら難なん癖くせをつけて、お役目にふさわしくない者だと指し摘てきしたかったようだ。

　今回は残念ながら、安藤奏の思っていたようなことにはならなかった。

　巌いわ手て城じようでのことを思い出して、蒼司朗は微笑む。

「巌手城の殿様が気さくな方で、よく野の点だての席や茶室に呼んでくださったんだ。自分でお茶を点てることはできないけど、いただくほうは大丈夫だと思うよ」




　巌手城のお抱かかえ庭師である親方の息むす子こだった蒼司朗は、清きよ志し朗ろうと同じように就しゆう学がく前まえから父親の作業によく同行していた。

　仕事を手伝おうとしている小さな子供に気づいた殿様は、面白がって、蒼司朗を見つけてはお茶をご馳ち走そうしてくれた。物心ついてからは恐れ多いと遠えん慮りよすることが多かったが、蒼司朗は作法を教おそわって何度も殿様とお茶の時間を楽しんだ。




「ふぅん」

　なるほど不作法ではないわけだと納なつ得とくし、安藤奏は蒼司朗の前に菓か子しを置く。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　隠れて様子を窺うかがっていたピヨ四神は、お菓子につられて、ひょこっと顔を出した。

「こら、お前ら……！」

　なんて調子のいい奴やつらだと、蒼司朗は口を尖とがらせる。

　キラキラと目を輝かがやかせているピヨ四神に、くすっと安藤奏は笑う。

「その上じよう生なま菓が子しは、奥庭の四神様に召めし上がっていただいても、大丈夫なものですよ」

　ピヨ四神用の上等な座布団を出した安藤奏は、竹たけ筒づつに汲くんできた清し水みずを別の茶碗に注そそいで置く。

　ピヨ四神をもてなすための茶席だと理解した蒼司朗は、そっとピヨ四神を畳たたみに下ろす。

「お行ぎよう儀ぎよく、だぞ」

「ミギャン」

「キュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　こ綺ぎ麗れいな茶室を見回して、よそ行きの顔になったピヨ四神は、気取った様子で座布団にお座りし、清水と茶菓子をいただく。




「今日一日、どうぞよろしくお願いします」

　畳に三つ指をついた安藤奏から行儀よく頭を下げられ、蒼司朗も慌あわてて頭を下げる。

「こちらこそ、よろしくお願いします……！」

　しかし顔を上げた蒼司朗に、安藤奏はきっぱりと言う。

「小此木様のお言葉なので、一緒に行動しますけど、馴なれ馴なれしくしないでくださいね。周りから友達だと思われては迷めい惑わくですから」

　安藤奏が生意気で腹立たしい、いつもの調子になって、蒼司朗はなんだかほっとする。

「わかってるよ、そんなこと」

「出かける前に着替えてください」

「着替え？　これじゃ駄だ目めか？」

　きょとんとする蒼司朗に、安藤奏は眉まゆを顰ひそめる。

「当たり前じゃないですか。常識で考えてください」




　神官は普通、神社にいるものだ。神官装束を纏まとった者が、城下をうろうろしていると、何をしているのだろうかと目立ってしまう。

　帝都在住の子供である蒼司朗と安藤奏は、学校の制服で外出するのが通例だが、同じような背せ格かつ好こうなのに、着ているものが高等部と中等部の制服ではちぐはぐに見える。今日は私服で行動するのが正しい。

「私服のときには、声をかけられることもないですから、都つ合ごうがいいでしょう？」




　安藤奏は帝都の有名人の一人だが、普段は学校の制服で行動するはずの安藤奏が私服を着ているとなれば、帝都民は何か事情があるに違いないと推すい測そくする。姿を見かけても、行動の妨さまたげにならないよう、そっとしておいてくれる。




「えーっと、じゃあ一度家に戻って……」

「僕と肩かたを並べて歩けるような服を持ってるんですか？」

　容よう赦しやない問いをもらって、蒼司朗は言葉に詰まる。




　帝都の名家の子息である篠しの原はら勇ゆう輝きや蔵くら田た実さね親ちかは、とても上質なものを身につけていた。蒼司朗に服ふく飾しよくの知識はないが、今、安藤奏が着ているのも、彼らと同じく上質な衣類なのだろうなとわかる。

　上質な衣類を誂あつらえるだけの貯金はあっても、制服と作業着が主おもの蒼司朗は、私服自体あまり数を持っていない。衣類で格を見られるようなことがこれまでなかったので、蒼司朗が自分で買った私服は、はっきり言って安物ばかりだ。

　帝都に来てから伯お母ばが選んで買ってきてくれたものは、『望月造園の庭師見習い』ではなく『帝都城奥庭のお庭番』の私服として恥はずかしくない、それなりのものなのだろうが、その値段なんて聞いていない。由ゆい緒しよある青龍神社のご子息である安藤奏のお眼鏡めがねに適かなうかはわからない。




　視線を泳がせ、いい返事ができない蒼司朗に、やれやれと安藤奏は小さく肩を竦すくめる。

「そんなことだろうと思ってました。これから買いに行くと時間がかかりますから、今日のところは、こちらで用意したものを着てください」

「わ、悪いな」

「僕が恥ずかしい思いをしたくないだけです」
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　隣となりの座ざ敷しきに置いてあった衣い類るい一式を借りて、神官装しよう束ぞくから私服に着替えた蒼そう司し朗ろうが茶室の襖ふすまを開けると、清し水みずとお菓か子しをいただいたピヨ四し神じんはすっかり満足した様子で、座ざ布ぶ団とんの上で寛くつろいだり、茶室を走り回ったりしていた。

「こら、お行ぎよう儀ぎ！」

　青せい龍りゆうの戦士である安あん藤どう奏かなでの前だからと、ピヨ四神は気を許しているのだろうが、躾しつけができていないのはよくない。

「ミギャン」

「キュイ」

「チュチュン」

「「（しゅー）」」

　振り向いて一ひと声こえ鳴いたピヨ四神は、一いち目もく散さんに戻ってきた蒼司朗へと向かい、ご機き嫌げんでくっつく。叱しかられていることはわかっていないようだが、だらしなかったり騒さわがしく暴あばれ回ることがなくなったので、蒼司朗はひとまずよしとする。

「ほら、口元汚よごれてる」

　食べ滓かすのついている神様は、格かつ好こう悪い。蒼司朗は抱だっこしたピヨ四神の顔を覗のぞきこみ、順番にちょいちょいと指先でお菓子の汚れを取る。痛くないよう、そっと触ふれる指先に、ピヨ四神はくすぐったそうにもじもじした。

「服のサイズはちょうどよかったみたいですね」

「うん、ありがとう、安藤」

　安藤奏は礼を言う蒼司朗の格好をチェックする。袖そで丈たけやズボン丈は具ぐ合あいのいい長さだ。

「襟えり、曲まがってます」

「あ、ワリ」

　指し摘てきされ、蒼司朗は襟を直す。




　蒼司朗の支し度たくができたのを見て、安藤奏は腰こしを上げる。

「では、行きましょう」

「うん」

　蒼司朗は安藤奏のところに遊びに来たわけではない。にじり口から茶室を出る安藤奏に続いて、ピヨ四神を連れた蒼司朗も茶室を出る。

　にじり口から入ったときに脱ぬぎ置いていた草ぞう履りは、立派な革かわ靴ぐつに変わっていた。

「これ……」

「今日の服ふく装そうに合わせたものです。履はいてください」

　当然だとばかりに安藤奏が言うので、そういうものなのかと蒼司朗は納なつ得とくする。

「ゴメン、借りるな」

「差し上げます」

「え？　でも、これ新品みたいだけど」

　型かた崩くずれの跡あともまったくなく、中なか敷じきの金文字がくっきり見える靴だ。こんないい靴をもらってもいいものかと驚おどろく蒼司朗に、安藤奏は腕うで組ぐみし、ふんと顎あごを上げる。

「そんなの、当然でしょう！　あなたの草履を誂あつらえている店にサイズを確認して、帝都百ひやつ貨か店てんで今期の最新デザインのものを買ったんですから！」

　つんとする安藤奏に、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

（えーと、それって……）




　帝都神社から支給されている蒼司朗の草履や神官装しよう束ぞくは、他の神官のように既き製せい品ひんではサイズがないので、定期的に採さい寸すんして蒼司朗のサイズで特別に作ってもらっている。今回、蒼司朗のために私服を用意した安藤奏は、早急に靴のサイズまで調べて、準備してくれたらしい。

　似たような体格なので、安藤奏の私服を借りているつもりだった蒼司朗は、ひょっとして思い違いをしているのではないかと気がついた。

「……この服、お前のじゃないのか？」

　確認されて、安藤奏は肩かたを竦すくめる。

「あなたなんかに、この僕の服を貸すわけないでしょう。あなたが一度着たものを僕が着るなんてできませんから、クリーニングして返さなくていいです」

　一式すべて、蒼司朗のために準備したものを譲ゆずってくれるらしい。

「ありがとう。申し訳ないから、買い取らせてもらうよ」

　急いで揃そろえたのだろうから、これらの服は既製品だ。オーダーメイドになると値段の見当はまったくつかないが、帝都百貨店の最新モードでも、既製品ならば、蒼司朗の預よ金きんで支払いは十分にできる。

（領りよう収しゆう書しよ見せてくれって言うのは、失礼だよな）

　安藤奏に教えてもらわなくても、金額は帝都百貨店に行けばわかる。

「今は持ち合わせがないから、今度持ってくるから」

　支払いを申し出られて、安藤奏は横を向く。

「いいですよ、そんなの！」

「でも……」

　こんな高価なものを受け取ったなら、お返しに何を送っていいのかわからない。困こまった顔になった蒼司朗に、安藤奏は気分を害する。

「蔵くら田たセンパイのものは受け取れても、僕のものは受け取れないんですか!?」

　怒られて、蒼司朗は驚く。

「い、いや、そういうわけじゃないから……！」

（追つい儺なの儀ぎ式しきの前にあったこと、知ってるんだ）




　追儺の儀式の少し前、川に落ちた蒼司朗は玄げん武ぶ神社に行って蔵田実さね親ちかに着替えを借りたことがある。

　蔵田実親の私物である大きなサイズの服は、言われたとおりに帝都神社の社しや務む所しよを通して返したが、あのとき支し度たくしてもらった靴は、年長者の顔を立て、厚こう意いに甘えてありがたくもらった。




　安藤奏と出かける蒼司朗が土間でやりとりしている声を聞き、茶室まで案内してくれたのとは別の若い神官が枝えだ打うち斧おのを持ってきてくれた。

　大人おとなの男の人が苦手なピヨ四神は、急いで頭を引っこめて隠かくれる。

「（こら……！）」

　露ろ骨こつな態度を取ってくれるなと、蒼司朗はピヨ四神を引っ張りだそうとするが、隠れん坊ぼうの得意なピヨ四神は、すぐそこにいるのに摑つかめない。

　ピヨ四神の失礼な態度に申し訳なさそうな蒼司朗を見て、神官はくすっと笑う。

「蒼司朗様の神官装束と草履は、私どもにお任せください。このあと、帝都神社に行く用事がありますから、届けておきましょう」




　聖地である帝都城奥庭の作業をする蒼司朗の神官装束一式と草履の場合、洗せん濯たくとお清きよめは帝都神社で行い、蒼司朗が何も言わなくても、傷いたんだものは速すみやかに交こう換かんされる。帝都神社の社務所にある蒼司朗のロッカーには、着替えの神官装束が何組も支度されている。

　一度身につけたものは交換しなければいけないと決められているので、脱いだものを再び着ることはできない。青龍神社で着替えた神官装束を帝都神社に運んでくれるなら、このあと蒼司朗は青龍神社に寄らなくてもいい。




　奥庭の四神様の前だし、方ほう便べんかもしれないが、厚意で届けると言ってくれるのを断るのは失礼だ。

「ありがとうございます。お願いします」

　恐きよう縮しゆくする私服姿の蒼司朗へ、神官は微笑ほほえんで枝打ち斧を渡し、恭うやうやしくお辞じ儀ぎする。

「追儺の儀式のときには、衣い装しように蒼司朗様が合わせ、大役をお引き受けくださいまして、大変助かりました。青龍神社の神官一同、蒼司朗様にとても感謝しています。蒼司朗様に衣服を合わせられる機会があって、よかったです」




　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗だが、子供であり、神官の資格も持たない部外者が前例のない就しゆう任にんの仕方をしたので、関係者はよく思っていない。よくない前例を作ってしまった、困った人物なので、何か蒼司朗が手助けしたとしても、大きな声でその行いを褒ほめたり、礼を言うことはできない。

　あのとき、学校を休んで懸けん命めいに鬼おに舞まいの稽けい古こをした蒼司朗の努力と誠意にはとても及およばないが、今日、蒼司朗が着替えさせてもらったこの服は、蒼司朗への心こころ尽づくしの品になるので、青龍神社側としてはちょうどよかったらしい。




（オレ、感謝されてたのか……）

　用事がなかったので、青龍神社に来ることもなかった蒼司朗は、自分がどれほどのことをしたのか、今ひとつ実感がなかった。無む我が夢む中ちゆうで行ったことだが、ちゃんと役に立てて、喜んでもらえていたようで、蒼司朗はほっとした。




　今日は私服で来ても、あれこれと意見されて、青龍神社で用意したものに着替えさせられていたのに違いない。

（安藤が相手だからな）




「とてもよくお似合いですよ。さすが奏くんのお見立てですね」

「え？」

「叔お父じ上うえ……！」

　赤くなった安藤奏は、神官に口を尖とがらせる。なるほど、言われてよく見れば、血けつ縁えん者しやらしく顔だちが似ている。




（安藤の見立てってことは……）

　サイズの見当をつけて使いの者や店員の誰だれかが揃えたというのではなく、安藤奏が自みずから店まで出向いてコーディネートしたもの────。

　蒼司朗と安藤奏は背格好が似ているので、同じサイズのものが着られる。安藤奏が自分のサイズで衣類の買い物をしても、まったく不自然ではない。

　蒼司朗のために、ではなく、安藤奏の私物として買い物した衣類を、安藤奏の体てい裁さいのために『仕方なく』譲ゆずったのなら、奥庭のお庭番就任の特例を認めたくないという青龍神社の体面は保たもてる。




「遅くなります！　ぐずぐずせずに行きましょう！」

「あ、うん……！」

　急せかされて、蒼司朗は安藤奏のあとを追う。

「蒼司朗様、プライドばかり高い、生意気で可愛かわいげのない甥おいですが、悪い子ではないんですよ。どうぞよろしくお願いいたします」

「あ、いえ、こちらこそ」

　振り向いてお辞儀しあった蒼司朗と叔父を、安藤奏は睨にらむ。

「叔父上、余計なことを言わないでください！」

「行ってらっしゃい、奏くん」

　神官はにこにこと微笑んで、蒼司朗と安藤奏を見送った。
















（耳赤いけど、言ったら怒りそうだよな）

　蒼司朗は安藤奏に追いつき、肩を並べて青龍神社を出る。

「────前任の青龍の戦士です」

「え？」

「僕は叔父上の後を継ついだんです」




　四神の戦士は、四神神社の宮ぐう司じの一族間で受け継がれるのが習わしとなっている。四神の戦士の資格を得るために、一族の者は誰もが幼おさないころから懸命に努力しているのだ。

　青龍神社には、安藤奏の次、そしてその次の青龍の戦士になれるよう、精しよう進じんしている者たちがいる。




「……そう、なんだ」

　まだ二十代だろう安藤奏の叔父は優秀な神官なのだろうが、御ご前ぜん試じ合あいのような行事で、姿を見た覚えがない。

　青龍の戦士としてのお役目を終えて、神官としても第一線から退しりぞいたのに違いない。四神の戦士は、それほどの激げき務むなのだ。




　安藤奏は青龍神社の神官として行動する。

「青龍神社が受け持つのは、帝都東地区ですからね」

　何か事件が起こったなら、鉄てつ砲ぽう玉だまのように飛びだしていきそうな蒼司朗に、受け持ち場所以外には行くなと、安藤奏は釘くぎを刺さしておくことを忘れない。

「うん、わかってる」

　しっかりしている安藤奏に、蒼司朗は頷うなずく。

　奥庭のお庭番である蒼司朗は、帝都神社の所しよ属ぞくになり、帝都城下のどこにでも行けるが、安藤奏と組む今回は、青龍神社の神官として行動しなければならない。




　他の四神の戦士、篠しの原はら勇ゆう輝きや蔵田実さね親ちか、芙ふ蓉よう薫かおる子こは、年若い新人神官と行動すれば、大学生の先せん輩ぱい後こう輩はいという雰ふん囲い気きでも傍はた目めに違い和わ感かんがないが、中学生の安藤奏はそうはいかない。

　何か不測の事態が起こったとき、戦力として最も頼りになる、優秀な神官である安藤奏を調査人員から外はずすのはもったいない。

　小此木神官長が蒼司朗を安藤奏と組ませたのは、優秀な神官である安藤奏の力が、存分に活用されるように考えてだ。高校二年生でも学年一小こ柄がらな蒼司朗と、中学三年生の平へい均きん的てき身長である安藤奏は身長差がほぼないので、同年代の友人が連れ立って歩いているように見える。

　帝都で就学中の子供は、制服を着る決まりになっている。蒼司朗と安藤奏が私服で行動すると、帝都に遊びに来た子供のように見える。自分たちと同じく帝都外から来たのだと思われたなら、調査対象となっている観光客には仲間のように感じられて、警けい戒かい心しんを抱いだかせないだろう。

　大人の神官の顔はあまり知られていなくても、青龍の戦士と奥庭のお庭番の顔は帝都民の間で広く知られている。私服で城下に出ても、蒼司朗と安藤奏なら、帝都の子供から情報を得ることもできるだろう。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピピ」

「「（しゅー）」」

　どこに行くのかなと、帝都城下を行く蒼司朗にくっついたピヨ四神は、楽しそうな様子できょろきょろと周りを見回している。帝都城のような結けつ界かい領りよう域いきではないので、霊れい力りよくのない者にピヨ四神の姿は見えない。周りから見えていないから、ピヨ四神はちょっと気が大きくなっている。

「（遊びに行くんじゃないんだよ）」

　わくわく気分のピヨ四神を、蒼司朗は落ち着けと宥なだめる。




　帝都のあちこちにある観光案内所には、誰でも自由に利用できるように、名所や観光地、公共機関や商店街などを記き載さいした無料の地図が置いてある。観光客はこの無料地図を利用すれば、帝都の好きな場所に行ける。しかし、この観光案内地図にない場所に行くのは、容よう易いではない。

　賊ぞくに利用されないように、帝都には街区や番地の表示がなく、屋おく外がいに市街地図の類たぐいが設置されていない。書店でも地図は販売されておらず、交番で道を尋たずねた場合、口頭で教えられるか、連れていってもらうか、簡かん略りやく化かされた白地図に目的地を記しるしたものを渡される。利用している家屋には、表札や看かん板ばんを掲かかげる義務はあるが、表札に記すのは名字だけに限定されている。




　観光客が一般的に足を踏み入れない住宅街を選んで歩きながら、気配を探さぐっていた安藤奏は、溜ため息いきをつく。

「このあたりの住民からも、警けい察さつに苦情が寄せられているのに、悪意らしいものはないですね……」

　何かしらよからぬ企たくらみがあって、帝都民以外の者が住宅街を徘はい徊かいしているのなら、澱おりのように悪意がこびりついていたり、悪意の残ざん滓しが感じられるはずなのだが、そういうものがまったく感知できない。

「うん、そうかも」

　飛びだしていかないようピヨ四神を宥めながら、わかったような顔で頷いた蒼司朗に、安藤奏は眉まゆを顰ひそめる。

「あなたに何がわかるんですか？」

　奥庭の四神様に気に入られているだけで、神官の資格もなく、気配を探る能力もまだまだ低いのにと、安藤奏に怪け訝げんな顔をされ、蒼司朗は目を瞬く。

「あぁ、違う違う……！」

　神官としての能力がまったくあてにできないという自覚のある蒼司朗は、安藤奏の前でわかったような顔で偉えらそうにするつもりはなかった。

「この前、家の近くで篠原と、柳生やぎゆう藤ふじ丸まるさんたちが住宅街にいた観光客と話をしていたのを見つけたから」

「……ふぅん」

　公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生が名所以外の場所で観光客を見つけ、探りを入れている現場を目もく撃げきしたのならと、安藤奏は納得する。

　蒼司朗はちょっと視線を上げて、そのときのことを思い出す。

「本当に普通のおじさんにしか見えなかった。何かしたってわけでもないから、藤丸さんたちも、注意するとかできなかったみたいだし」

「藤丸さんなら、何なん癖くせつけて、相手から手を出してくるように仕向けるんじゃないんですか？　どんな手段を使っても、引っ張れたら調べられるでしょうし」

　喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいという言葉は柳生藤丸には存在しない。公儀隠密候補生に手をあげたなら、その瞬間、容よう赦しやなく公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいを適応して、警察署に連行する。

　忌き憚たんない安藤奏に、くすっと蒼司朗は笑う。

「確かにそうだったんだけど。不良グループに善良なおじさんが絡まれてるようにしか見えなかったよ」

「奥庭の四神様も反応しなかったんですね」

「うん」

　蒼司朗に頷かれ、むむむと安藤奏は難しい顔になる。

　善人のふりをしていただけなら、ピヨ四神に見破られていただろう。そうでなかったのなら、本当に善人だったということになる。




「何か壊こわしたり、落書きしたり、盗ぬすんだり、跡あと形かたの残るようなことをしていってくれたなら、すぐにわかるのに。面倒だな、もう……！」

「それ、器き物ぶつ損そん壊かいとかだから」

　あまりにも手がかりらしいものがなくて、嫌いや気けがさしはじめた安藤奏に、蒼司朗は苦笑する。むーんと口を尖らせて、安藤奏は考える。

「直接聞いてみましょうか。子供なら、案外気を許して、ぽろっと喋しやべるかもしれません」

「は？」

「私服ですから、観光客同士だと思うでしょうし、ちょうどいいですよ」

　大胆なことを言われて、蒼司朗は驚く。

「いや、それはいくらなんでも……」

　何日も前から調査をしている公儀隠密たちでも埒らちがあかなかったので、帝都神社と四神神社の神官が空き時間を利用して、今日から大勢城下に出て、こっそりと調査を開始している。安藤奏が調査対象に接近して話しかけ、もしもさっくりと聞きだせてしまったなら、年長者たちの面目は丸まる潰つぶれだ。




「チュピピ」

　蒼司朗の頭の上に乗ったチビ朱す雀ざくが、風かざ見み鶏どりのように手て羽ばを上げた。チビ朱雀の鳴き声で注目した安藤奏は、手羽の指し示す先に顔を向ける。

「あ、標ひよう的てき発見」




　観光客らしい男性が、住宅街を歩いていた。

　手て土産みやげを持っていないし、知り合いの家を探しているとか、そういう雰ふん囲い気きではない。




「お、おい、安藤……」

「適当に合わせてくださいね、蒼司朗センパイ」

　天使のような笑顔で、にっこり微笑んだ安藤奏の目は、がっつり据すわっている。

（うわー、これ、止めるのオレじゃ無理だよ……！）

　安藤奏のお尻しりに先の尖った黒い尻しつ尾ぽが見えて、蒼司朗は腹を括くくる。

「────了解」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピチュピ」

「「（しゅー）」」

「イェイ」

　何か面白いことがあるらしいと、ピヨ四神が楽しそうに賛さん同どうし、安藤奏はウインクして親指を立てた。
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　しばらく物もの陰かげに隠かくれて観察してから、物もの怖おじしない様子で、安あん藤どう奏かなではずかずかと男性に向かっていった。置いていかれそうになり、蒼そう司し朗ろうは慌あわてて安藤奏のあとを追う。




「おじさん！　そっちに何か面おも白しろいものある？」

　安藤奏に声をかけられた男性は、びくっと肩かたを震ふるわせて振り向いた。

　蒼司朗を引き連つれて男性に近寄る安藤奏は、にこにこと無む邪じや気きに微笑ほほえんでいる。

　制服姿でないことから、帝都の子供ではないとわかり、男性はいくらか警けい戒かいを解といた。

「どうしたの？　僕たち。こんなところで」

　尋たずね返されて、安藤奏はにこっと微笑む。

「帝都の探検ー」

「ミギュ？」

　平然と噓うそをつく安藤奏を、ピヨ四し神じんが不思議そうな顔で見つめる。




　蒼司朗の頭の上には、チビ朱す雀ざくが乗っている。ピヨ四神の姿が見えているのなら、たとえ蒼司朗が安藤奏の後ろにいても、身長の関係でこのチビ朱雀だけは必ず見える。男性の視線が動かなかったので、ピヨ四神の姿は見えていない。

　何か変だと、ピヨ四神が暴あばれたり騒さわいだりしても、普通の人間に姿は見えないし声も聞こえないのだが、安藤奏や蒼司朗は気が散るし落ち着かなくて困る。

「（お芝しば居いだから……！）」

　疑問を持たないで、静かに見ていてくれと、蒼司朗はピヨ四神を宥なだめておく。




　ちらりと背後に一瞬視線を動かしてから、男性は言う。

「こっちには、別に面白いものなんてないよ。お店もないしね」

「ふぅん、そうなんだ。おじさんは何してたの？」

　天使の微笑みを浮かべながら、抜け目なく安藤奏は追つい及きゆうする。

「おじさんは、ちょっとね、お友達のところに用事があって来たんだよ。大通りからあんまり離れると、迷まい子ごになるよ。来た道を戻りなさい」

　小学校の教師を連想させる優しい口く調ちようで、男性は子供二人を諭さとした。




（何か、してきた感じだよな……）

　さっき動いた視線の先に、何かある気がする。蒼司朗と安藤奏は顔を見合わせる。

「どうする？」

「んー、戻ろうか。迷ったら、野外ホールのコンサートに遅れちゃうし」

　このあとに用事があるかのように、安藤奏が適当なことを言ったので、男性はほっとしたような表情になった。

「キュイ？」

「（いや、コンサートには行かないから）」

　コンサートと聞いて、キラッと楽しげになったピヨ四神を、蒼司朗はごまかしておく。




「じゃあね、おじさん」

「あぁ、気をつけて」

　大きく手を振る安藤奏に、男性は微笑んで手を振り返した。




（見てるよな）

（見てますね）

「チュピチュピ」

　がっつり振り返っているチビ朱雀を頭に乗せた蒼司朗と安藤奏は、男性の視線を背中に感じながら、軽けい快かいに歩いて角を曲まがった。




「回りこみますよ！」

「おう！」

「「（しゅーしゅー！）」」

　道をよく知っている安藤奏は、速すみやかに男性の背後に回りこむよう、迂う回かいする。




　うまく言いくるめて、好奇心旺おう盛せいな子供を追い返した男性は、角の向こうに子供の姿が見えないことに安あん堵どした様子で、大通りのほうに向かって歩いていった。




　安藤奏に言われるまま、蒼司朗は男性が出てきたらしい場所に向かうが。

「────こっちに何があるんだ？」

「寅とら田だ屋やの跡あと？」

　ちょっと考えてから答えた安藤奏に、蒼司朗ははっとする。

「あ！　あの討うち入りがあった、あそこ!?」

　歴史、近代史の授業で『寅田屋事件』は習った覚えがある。帝都は史し跡せきの宝庫だが、こんなところに名所があったのかと蒼司朗が目を輝かせたのを見て、安藤奏は小さく溜ため息いきをつく。

「寅田屋という料理屋は、創業以来何回か移転してるんです。討ち入りがあった店は、百年前の天てん応おうの大だい地じ震しんのときに火事で焼けてます。今、観光名所になっている寅田屋は、火事のあとに別の場所に建て直された店です。こっちにある寅田屋の跡は、討ち入りがあった店が移転する前のものですよ。お寺の外に、石せき碑ひがあるだけですが」

　ようするに、討ち入りとは無関係の場所だ。同じく討ち入りとは無関係でも、営業中の寅田屋は、討ち入り当時と同じ料理が食べられるので、観光名所のひとつとなっている。

「……そう、なんだ」

「ミギャ」

　明らかにテンションが下がった蒼司朗に、元気だせとばかりに、ピヨ四神が小さな前まえ肢あしや手て羽ばで、タッチした。

「とりあえず、さっきの人の気配をたどりますよ」

　出会ったばかりなので、痕こん跡せきをたどりやすい。安藤奏は蒼司朗を急せかし、気配を殺して早足で歩きだす。




　まだ気配を探さぐれない蒼司朗は、安藤奏のあとをついていく。やはり男性は、寅田屋の石碑がある場所で、足を止めていた。

「うわー、古いな……！」

　先に土地を占せん領りようした石碑は、寺の土ど塀べいの角をへこませるような形で建っていた。石碑を、しみじみと眺める蒼司朗の横で、安藤奏は肩を竦すくめる。

「五百年以上昔の石碑ですからね」

　店の場所を移転したので、それを知らせるための立て看かん板ばんのような意味で置かれた石碑だ。台座になる石の上に、一メートル以上ある大石が乗っている。

　設置当時は相当に立りつ派ぱなものだったのだろうが、今となってはあちこち苔こけむし、角は削けずれ、掘ほられていた文字は磨すり減ってしまってよく見えない。これが寅田屋の石碑だと知っていて見れば、どうにかわかるような具ぐ合あいだ。




　感覚を研とぎ澄すまして、さっきの男性が残した気配を探っている安藤奏の邪じや魔まをしないよう、蒼司朗は何かないかと周りを見回す。

「ミギャギャ」

「安藤の邪魔にならないようにね」

　せがまれて蒼司朗はピヨ四神をそっと地面に下おろす。

「キュイキュイ」

「チュピチュピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は石碑を珍めずらしそうに見つめ、その周りに生はえている雑ざつ草そうの草むらで走り回って遊びだした。

「────どうだ？　安藤」

　そろそろいいだろうかと尋ねられ、安藤奏は渋しぶい顔になる。

「場所がよくないですね。雑念が多くて……。さっきの人がこのあたりに何か残しているのかもしれませんけど、気配からは探りきれないみたいです」

　寺は強い思いや願いが多く集まる場所だ。寅田屋の跡地に建って、五百年も経つ寺ともなれば、蓄ちく積せきされたものも半はん端ぱな量ではない。

「そっか……」

「あの人がこのあたりをうろついていたことは確かです。何か気になるものとか、ありませんか？」

「いや、特にはないみたいだな……」

　少しでも苔が剝はがされてお持ち帰りされていたり、石碑が削られた真新しい跡があればわかったのだろうが、そのような様子はない。




「ミギャギャ」

「キュイ」

「え？」

　ピヨ四神が鳴いて促うながしたので、蒼司朗はそちらに顔を向ける。安藤奏も急いで駆かけ寄り、しゃがみこんでピヨ四神が発見したものに注目する。

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

「卵？」

　土塀と石碑の間の草むらの中に見えた、丸くて滑なめらかなものに、蒼司朗は首を傾かしげる。

「なんでこんなところに」

　近所で飼かわれている鶏にわとりが産んでいったとしても、環かん境きよう的てきにもう少しいい場所が他にいくらでもあったはずなのにと蒼司朗は思う。

　慎しん重ちように手をかざした安藤奏は、首を横に振った。

「いえ、石ですよ。無む機き物ぶつですね」
















　見た目は鶏の卵にとてもよく似ているが、形と大きさが酷こく似じしているだけの石だ。

　蒼司朗と安藤奏は他に何かないか探してみたが、徒と労ろうに終わった。




　帝都城下には、大勢の神官に加えて、公こう儀ぎ隠おん密みつたちも調査に出ている。

　神官や公儀隠密たちと何度かニアミスしかけ、他者が探りを入れた観光客に声をかけそうになって、探索に行き詰まった蒼司朗と安藤奏はひとまず食事休きゆう憩けいをとることにした。




「僕の同級生に、家が飲食店をしてる子がいます。そこでお昼ご飯にしましょう」

　そう言って安藤奏が蒼司朗を連れていったのは、帝都東地区にある高級料りよう亭ていだった。

　年代を感じさせる、趣おもむきのある立派な佇たたずまいの店に、蒼司朗は圧あつ倒とうされる。

「お、おい、安藤……！」

「今日の昼食代は青せい龍りゆう神社が支払いますから、気にしないでください」

　店を前にして腰が引ける蒼司朗に澄まして言って、安藤奏は慣れた様子で格こう子し戸どを開けて店に入って行った。

「……気にしないでって、言われてもなぁ」

「ミギャ？」

「ここって絶対、一いち見げんさんお断りの店だよなー……」

　信用のある紹しよう介かい者しやがいて、ようやく客として出入りできるようになる店だ。安藤奏がここの息むす子こと同級生で、お互いの親の顔まで知っていたとしても、子供が気軽に利用するような店ではない。




　立派な引き戸を開いて安藤奏が店に入ると、受付の前に控ひかえていた和服の女性がお辞じ儀ぎをした。

「いらっしゃいませ、安藤様」

「個室をお願いします」

「はい。お二人様ですね。どうぞこちらへ」

　予約もしていないのに、安藤奏はすんなりと店の奥おく座ざ敷しきに通された。緊きん張ちようしながら、蒼司朗は安藤奏のあとに続く。ピヨ四神にも蒼司朗の緊張が伝でん染せんしたらしく、おとなしく顔だけ覗のぞかせて様子を窺うかがっている。

　蒼司朗たちが案内されたのは、庭に面した静かな座敷だ。

（あれ？　ここ……）

　緊張して部屋に入った蒼司朗は、庭石と庭木を見て、見覚えがあることに気づいた。

　客として来店したことはないが、望もち月づき造ぞう園えんの仕事で来て、手伝いをしたことがある。




　お品書きはなく、料理はお任せだ。

「報告だけ、先にしておきますね」

　腰を落ち着ける前に、安藤奏は懐かい紙しを出してささっと書きつけ、それを式の小鳥につけて庭から放した。




　襖ふすまが閉めきられ、足音が遠くなって、ピヨ四神は隠れていた場所からそろそろと出る。

「ミギャ？」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　小動物の動きで、自分たちがいる場所の様子を確かめているピヨ四神に、くすっと安藤奏は笑う。

「ちょっとゆっくりできますよ」

「歩き回ったわりには、これって収しゆう穫かくがなかったから、変に疲つかれたな」

　ふうと蒼司朗は息を吐はく。




　ころころと遊び回っていたピヨ四神が、動きを止めて、ぴくっと身を震わせ、急いで物陰に隠れた。どうしたのだろうと、蒼司朗もきちんと座り直して、油断なく身構える。




「失礼いたします」

　声をかけてから襖が開けられ、料理が部屋に運び入れられた。

（知らない人が来たからか）

　ここは食事をするところだが、誰がどうして自分たちのいる部屋に来たのか、ピヨ四神にはわからないから、隠れて様子を窺っているのだ。




　卓たくに並べられたのは、一人分ずつ重じゆう箱ばこに入った弁当だった。

「どうぞ、ごゆっくり」

　料理を運はこんだ和服の女性店員が座敷を出て、きちんと襖が閉められ、足音が遠くなると同時に、ピヨ四神は隠れていた場所から飛びだした。

「ミギャギャー！」

「キュイキュオー！」

「チュッピピチュチュピ！」

「「（しゅーしゅー！）」」

「こらっ！　食べもののある場所で、ばたばたしない！」

　食べものと聞いて、座敷を駆け回っていたピヨ四神は、ぴたっと止まって、蒼司朗の元へと一いち目もく散さんに戻る。

「ミギャン」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　膝ひざに乗り、甘えた声で鳴いたピヨ四神に、蒼司朗は苦笑する。

「ったく、もう」

　他に人目がない状態は、学校の生徒会室でとる昼食や、帝都神社の社しや務む所しよでとる食事と同じだ。

　重箱を開いた蒼司朗は、いつものようにピヨ四神用にと重箱の蓋ふたに料理をとりわけ、大きなものは小さくしたり、丁てい寧ねいに潰つぶす。ピヨ四神は支し度たくができるのを行ぎよう儀ぎよく待つ。

「急がなくていいからな。しっかり嚙かんで食べるんだぞ。はい、いただきます」

「ミギャ」

「キュイ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗から食べていいと合図され、ピヨ四神は一ひと声こえ鳴いて、料理に突とつ撃げきした。

　わふわふと元気よく食事するピヨ四神の姿に、安藤奏はほっとする。

「奥庭の四神様のお口に合ったようでよかったです」

「は？」

　そんな大おお袈げ裟さなと言いかけた蒼司朗は、見た目こそ小さくて愛らしくても、ピヨ四神が敬うやまわれ、畏い怖ふされる神聖な存在であることを思い出す。

「青龍神社の料理番に任せるには荷が重かったので、今日はこちらにしました」




　蒼司朗は今日、望月造園の仕事の予定を変更して、青龍神社の安藤奏と一緒に神官の一人として行動することになった。今日はいつも帝都神社で支度してもらっている昼食はないし、望月造園にも蒼司朗の昼食はない。

　青龍神社の神官の一人として行動している蒼司朗の昼食は青龍神社に任されるが、奥庭の四神様用の食事となると、急に支度できるものではない。何をご馳ち走そうしたと、後々帝都神社や他の四神神社にも知られるだろうから、青龍神社の体てい裁さいとしても滅めつ多たなものは出せない。

　高級料亭での食事は、ピヨ四神のためであり、とても無難な選択だ。




　気を遣つかった安藤奏に、蒼司朗は微笑む。

「青龍神社のいつものご飯でよかったのに。普通に帝都の人がとってる食事でいいよ」

　気楽なことを言われ、むっと安藤奏は眉まゆを顰ひそめる。

「蒼司朗センパイだけなら、それで十分でしょうけど……！」

「帝都の人の普通の生活が間近に見られるのは、今だけだと思うから」

　ピヨ四神の水皿に水を足してやりながら言う蒼司朗に、安藤奏ははっとして言葉を吞みこむ。

（小さい姿の、今だからこそできること────）

　そして、蒼司朗と一緒にいるからこそ見えるものが、ピヨ四神にはきっとあるのだ。




　重箱に入っていた水みず菓が子しは、杏あんずと枇び杷わだった。蒼司朗はそれもピヨ四神とわけて食べる。

「僕はもうお腹なかいっぱいですから、どうぞ」

　重箱から水菓子の小皿を取りだして、安藤奏は蒼司朗の近くに寄せる。

「そうか？　悪いな。もらうよ」

　食欲旺盛なピヨ四神に食べさせるため、蒼司朗は遠慮なく譲ゆずってもらう。

　食事前に飛ばした式の鳥が戻ってきた気配を感じて、安藤奏はそっと腰を上げる。

「すみません、ちょっと失礼します」

　青龍神社に送った小鳥は、返信を持ち帰った。

　通信文を読み、ふむと唸うなって安藤奏は卓に戻る。

「────蒼司朗センパイ」

「ん」

　呼びかけられた蒼司朗は、食べやすい大きさにして楊よう枝じに刺さした枇杷を、安藤奏に差しだした。

　あまりに自然に差しだされたので、反射的にぱくりと食べてしまってから、安藤奏は赤くなり、蒼司朗ははっとする。

「わ、ワリ……！　つい……！」

「……いえ」

「チュン」

「スーの番だったよな、ゴメンゴメン……！」

　蒼司朗はチビ朱雀に詫わびて、枇杷を食べさせる。

「キュオ」

　もう順番に割って入らないでねとばかりに、振り向いたチビ青龍が円つぶらな瞳ひとみで安藤奏を見上げた。




　安藤奏は横を向いて咀そ嚼しやくしてから、あらためて蒼司朗に話をする。

「昼食を終えたら、帝都神社に行くようにと連絡がありました」
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　帝都神社に向かった蒼そう司し朗ろうたちと同じぐらいに社しや務む所しよに着いた小お此この木ぎ神官長は、応接室へと一緒に歩きながら、にっこり微笑ほほえんで世間話をする。

「今日は帝都のあちこちで、ひったくりや置き引きが頻ひん発ぱつしたみたいなんですよ。あ、もちろん、我われらが優秀な帝都警けい察さつの警官が犯人を全員捕つかまえて、盗とられた荷物もすべて無事に取り戻しましたけどね。観光客や来客が多いと、その人たちを狙ねらった犯罪も多くて困りますよねぇ」




（噓うそね）

（こうきましたか）

（ひでー）

　先に到とう着ちやくしていた芙ふ蓉よう薫かおる子こと蔵くら田た実さね親ちか、篠しの原はら勇ゆう輝きは、ぬけぬけと説明しながら応接室に入ってきた小此木神官長の言葉の意味を正確に理解する。




　神官を大勢動員して調査をしたが、まったく埒らちがあかなかったので、どうやら神官には内ない緒しよで強きよう硬こう手段に出たらしい。

　ひったくりや置き引きの犯人役をやったのは、変へん装そうした公こう儀ぎ隠おん密みつたちに違いない。

　自分たちで仕掛けたのなら、盗とう品ひんを取り戻すことなど簡単だ。




「すみません、遅くなりました」

　蒼司朗は自分たちより先に来て長なが椅い子すに腰こし掛かけていた蔵田実親たちに頭を下げる。

「わたしたちも今来たところよ」

　後こう輩はいとして礼れい儀ぎ正しい蒼司朗に、芙蓉薫子は艶つややかに笑う。




　帝都城下のてんでばらばらの場所にいて、それぞれが食事を終えたなら速すみやかに帝都神社に来るようにという連絡をもらったのだから、到着時間に差があっても仕方ない。




「奥庭の四し神じん様、ごきげんよう」

　蔵田実親が挨あい拶さつをし、会え釈しやくした篠原勇輝はピヨ四神に向かってキラキラした光を五つ飛ばした。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　きょろんと機き嫌げんよく顔を出したピヨ四神は、篠原勇輝が飛ばした清せい浄じような気の光を、ぱくんと食べた。

　最後に静かに入室した鈴すず宮みや神官が、お茶とピヨ四神用の清し水みずを配くばって戸口に控ひかえる。




「大変だったんですね。オレと安あん藤どうが回ってたところは、そういうこと全然なかったみたいで。すみません、何も知らなくて……」

　応接室の隅すみに枝えだ打うち斧おのを立てかけ、安藤奏かなでに続いて長椅子に座りながら恐きよう縮しゆくする蒼司朗に、蔵田実親は苦笑する。

「いや、僕たちもここに来て初めて聞いたよ」

「犯人が捕まってよかったわね」

「さすが帝都警察ですね」

　芙蓉薫子に続けて誇ほこらしげに微笑んだ蒼司朗に、篠原勇輝と安藤奏は軽い頭痛を覚える。

（小此木様の言ったこと、真まに受けてやがる……）

（深読みしない人なんですね……）

　帝都のあちこちでそんな事件が頻発しているなら、よからぬことを企たくらむ不ふ逞ていの輩やからのせいで、帝都の気に乱れが生じるだろう。

　ひったくりや置き引きを命めいじられた公儀隠密には、観光客に危害を加えようという意い図とはない。手荷物をちょっと拝はい借しやくするために気き遣づかいながら行われた事こと柄がらなので、四神の戦士たちにも感知できなかったのだ。




　知能が低いとか学校の成績が悪いわけではないが、世間擦ずれしていない蒼司朗は、信頼を寄せた人間を疑わない。穿うがった見方をしたり、猜さい疑ぎ心しんを持ったり、被ひ害がい妄もう想そうをしたりすることは、きっと蒼司朗にはない。

　素す直なおないい子であることは蒼司朗の利点だが、狡ずる賢がしこい大人おとなには騙だまされ放題だ。

（馬ば鹿かな子ほど可愛かわいいって言うけれど）

　本当に放っておけないなと、蒼司朗を見つめて四神の戦士たちは思う。




　蒼司朗が今のままでいられるならば、蒼司朗に育てられた奥庭の四神様は、のほほんと穏おだやかな優しい神になるだろう。吞のん気きで少々鈍にぶいくらいのほうが、寛かん大だいでよろしい。




（あのチビを手助けするのは、奥庭の四神様のため……！）

　奥歯をギリギリと嚙かみしめながら、篠原勇輝は自分に言い聞かせる。

「勇輝クン、ここのトコ縦たて皺じわ寄っちゃってるよ？」

「うーす……！」

　自分の眉み間けんを指さして苦笑する蔵田実親に、口を尖とがらせた篠原勇輝は唸うなるように返事をした。




「鈴宮くーん、お茶ちや菓が子しがありませんよ？」

　一人掛け椅子に腰を下ろした小此木神官長に催さい促そくされ、鈴宮神官は微笑む。

「皆様、お昼ご飯を召めし上がられたすぐあとですので、今はお茶だけにいたしました。お菓子は、三時のお茶の時間までお待ちください。神官長はこちらにいらっしゃる前に、帝都城公園の甘かん味み処どころで餡あん蜜みつを召し上がられましたよね？」




　社務所への移動途中に、帝都神社を抜けだしていやしん坊ぼうをしていたことがバレていた小此木神官長は、ごまかすようにコホンとひとつ咳せきをして、話を始める。

「えー、今日の午前中、帝都神社と四神神社の神官に、帝都を徘はい徊かいする観光客についての調査を命じていたのですけれど、結果はどこも今ひとつだったようですね」

　これと目をつけた観光客に近づいて声をかけ、徘徊していたらしい場所を探さぐってみたものの、何も見つけることはできなかった。

「今日は『たまたま』、観光客を狙った置き引きやひったくりが多数あったので、帝都警察に事情を話して、取り戻して保管されていた荷物を、ちょっとだけ覗のぞかせてもらいました。えぇ、帝都を徘徊する観光客に、もしかすると何か共通点があるのではないかと思いまして」

　共通点が見つからなくても、変へん装そうした公儀隠密を被害者に紛まぎれこませておけば、どんな用事で帝都に来たのか、どこで何をするつもりだったのかと、被害届を出しにきたときに世間話をして多少なりとも聞きだすことができるだろう。

　荷物を奪われた者には、映画やコンサートのように、チケットが必要な催もよおしもののために帝都に来た者もいたが、それらはうまく便べん宜ぎを図はかったふうに見せかけて、すべて穏おん便びんに処理されている。




「共通点……」

「ミギャ？」

　神しん妙みような顔で考えこんだ蒼司朗の胸むな元もとから、チビ白びやつ虎こが顔を出す。

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

（あら）

　次々とひょっこり顔を出すピヨ四神に、芙蓉薫子は微笑ましい気分になった。笑っている場合ではないので、緩ゆるみそうになる口元を引きしめて我が慢まんする。

　話に参加して、一緒に知恵を出そうとするかのようなピヨ四神だが。

「お昼食べたばかりだから、お菓子はないんだって」

「プフ」

　美お味いしいものをよくいただく場所だからと、食くいけで顔を出したピヨ四神は、見向きもせずに言った蒼司朗の言葉で、速やかに引っこんだ。清水は昼食時にたっぷり飲んできたので、今はもういらない。

（まあ……）

　そういうことだったのねと、そっと芙蓉薫子は苦笑する。




「たくさんの人の協力がありまして、おおよそのことが判明しました」

　にっこりと小此木神官長は微笑んだ。微笑みの裏で、どんなえぐいことが行われていたのか、蔵田実親たち四人は恐おそろしいので想像しない。

　胸の中でドン引きしている四神の戦士に構わず、小此木神官長は言う。

「このくらいのね、丸い石を帝都のどこかにうまく隠してくることができれば、願いごとが叶かなうんだとか」

　両手で丸い形を作ってみせた小此木神官長に、篠原勇輝は首を傾かしげる。

「卵ぐらいの大きさっスか」

「うん、石でできた卵、そのものかな？」

　小此木神官長は篠原勇輝に頷うなずく。




　観光バスで帝都に入った観光客の何人かが、鞄かばんの中に卵のような石を入れていた。

　験げん担かつぎか何かのおまじないなのか、遊びなのかはわからないが、『願いが叶う』と聞いて実行しようとしていたらしい。

　誰だれにも見られず、発見されないように、帝都のどこかに石をこっそり隠す────。




「帝都のどこか……なら、確かに観光客が大勢行き来する、人目の多い場所よりも、帝都民だけが使う場所のほうが、誰にも見られずに隠しやすいわね」

　なるほどそういう理由かと、芙蓉薫子は納得する。

　人通りの少ない、閑かん静せいな住宅街の奥に入りこむことにもなるだろう。不ふ審しん者しやが徘徊していると、近きん隣りんの住民に訝いぶかしく思われても仕方ない。




「……蒼司朗センパイ」

「うん、あれ、だよな」

　安藤奏と蒼司朗は顔を見合わせる。

「心当たりがあるのかい？」

　蔵田実親に尋ねられ、皆から注目されて、蒼司朗と安藤奏は頷く。

「奥庭の四神様が、卵のような石を寅とら田だ屋やの石せき碑ひの陰かげの草むらの中で見つけました」

　帝都に来てまだ年月の浅い鈴宮神官にはわからないが、帝都っ子の四神の戦士や、小此木神官長は、帝都東地区にある寅田屋の石碑のことも知っている。あのあたりのあれだなと思い描えがく小此木神官長たちを見ながら、安藤奏は言う。

「気配を探りましたが、不ふ穏おんなものを感じなかったので、触さわらず、そのままにしてきました。ただの石としか見えませんでしたし、怪あやしいかなと目をつけた観光客が置いたものかもよくわかりませんでしたから」

「ふーむ……」

　小此木神官長は難しい顔をして考える。

「観光客の荷物にあった石は、肌はだ身み離さず思いをこめて、それを帝都に……という雰ふん囲い気きでもなかったんですよねぇ」

「ですよね」

　うんうんと安藤奏は頷く。

　気が希き薄はくか、すでに残っていなかったから、あの石がそうなのか、安藤奏にはよくわからなかったのだ。

　石をうまく置いてこられた時点で、やり遂とげた達成感があったので、意識が石から切れていたのに違いない。




　執しゆう着ちやくが強ければ、石に念がこもるのだが、ひったくりや置き引きにあって石をなくした観光客たちの反応は、それほどでもないように見えた。なくしてしまったら、また次を手に入れればいいかな、というような軽い感じだ。

　石を持っていた者たちは皆、帝都に隣りん接せつした圏けんから来ていた。遠いところから来ているわけではないので、また機会を見つければ帝都に来られる。




　奥庭の四神様が『妙なもの』として警けい戒かいしなかったのならば、蒼司朗と安藤奏が、取るに足らないものと判断してしまっても仕方がない。




「あの……、そういう卵形の石を帝都に置いてくるといいことがある、っていうのはないんですよね？」

　念のためにと確認する蒼司朗に、小此木神官長や四神の戦士は苦笑する。

「初耳ですよ」

「あるわけないだろ、バカチビ」

「背が低いのは関係ねー！」

　険悪な篠原勇輝と蒼司朗に構わず、芙蓉薫子は首を傾げる。

「誰が言いだしたのかしら」

「都市伝説なんて、もっともらしく聞こえるようになってるんですよ」

　突とつ拍ぴよう子しもないものでも、ひょっとするとそういうこともあるかも？　という心の隙すきが、都市伝説を作りあげていく。大勢がそう、と信じてしまうと、あたかもそれが本当にあることのようになってしまう。

「でもあの石、本当にぱっと見、卵みたいでしたよ。あんな石、そうゴロゴロそこら辺に落ちてるものじゃないと思います」

　安藤奏が蒼司朗と一緒に見た石は、大きさや色合いが鶏けい卵らんと酷こく似じしていた。

　帝都警察で実際に数十個の石を見ている小此木神官長は、腕組みをして思案する。

「そうなんですよねぇ……」

　あんなに似に通かよった色形、大きさの石を、簡単に見つけられるとは思えない。金を出して買ったものが盗難の被害に遭あったなら、もう少しくらい惜おしむ気持ちがあってもいい。




「この『おまじない遊び』がいつから流は行やりはじめたのかはよくわかりませんが、いくつかの石がもうすでに帝都に隠されているのは確かですね。────回収しちゃいましょうか」

　隠された卵を見つければ、石を隠す側の傾けい向こうがわかってくる。帝都警察に報告して、そのあたりを重点的に巡じゆん回かいしてもらえば、石を隠すことはできなくなるだろう。




「観光客の持っていた石の卵に関する調査は、引き続き警察と合同で行います。午後からは方針を変へん更こうして、帝都の神官は石の卵を見つけるためのローラー作戦を行いましょう」

　気では探れないので、草の根をわけて行う人海戦術だ。

「杞き憂ゆうに終わるかもしれませんが、いかなるものかよくわかりませんから、石の卵には素す手でで触らないように。いいですね？」




　小此木神官長の命は、速やかに各神社に伝えられた。




「────で、これかよ……！」

　社務所の外で軍手を嵌はめ、ゴミばさみとゴミ袋を持って、がっくりと篠原勇輝は肩かたを落とす。

　私服の上に着ているのは、『帝都青年会』と染そめ抜かれた法はつ被ぴだ。

　本来、帝都の青年会は、東西南北の各かく地ち域いきに存在するものであり、『帝都』とざっくり一ひと括くくりにされたものはない。帝都民ならば、架か空くうのものだとわかる。

　ご丁てい寧ねいなことに、法被には『美化週間』の腕わん章しようまでつけられていた。これならゴミ拾いをしているふりで石の卵を拾っていても、まったく不自然ではない。

　このまますぐに行動開始できるようにと、帝都神社でいろいろ揃そろえてくれたわけだが。




「いいんじゃない？　社会奉ほう仕し活動みたいよ」

　男子用に揃そろえられた格かつ好こうを見て、くすくすと笑う芙蓉薫子に、どこからか現れた柳生やぎゆう真ま純すみが慌あわてて駆かけ寄る。

「薫子様、いけません！　そのようなことはわたしが！」

　いきなり現れて、一瞬で忍しのび装しよう束ぞくから白しら百ゆ合り女学院の制服に着替えた柳生真純に驚き、芙蓉薫子がリードを握にぎっていた雑種犬が、びしっと身を硬かたくした。




　芙蓉薫子は犬のお散歩に見せかけるために、犬を連つれて、小さなスコップと排はい泄せつ物ぶつのお持ち帰り袋を持っている。




　帝都の憧あこがれのマドンナ・芙蓉薫子嬢じようがそのたおやかな白い手で、お犬様のウ○チを……と、想像しただけで柳生真純は卒そつ倒とうしそうだ。

　必死な柳生真純に、芙蓉薫子はにっこりと微笑む。

「とっても躾しつけの行き届いた子だから、大丈夫よ」
















　芙蓉薫子が連れているのは、公儀隠密から借りだした忍にん犬けんだ。無む駄だ吠ぼえをしないよう、厳きびしく訓くん練れんされているので、突然柳生真純が現れたときにも吠えなかった。

　スコップとお持ち帰り袋は本来の用よう途とに使用されることはなく、発見した石の卵を持ち帰るために使われる。




「でもでもでもっ……！」

　地じ団だん駄だを踏ふむ柳生真純の気持ちは、蒼司朗もわかる気がする。

「芙蓉先輩は、見つけるだけに専念したほうがいいかもしれないです」

　蒼司朗と安藤奏には小さい法被が見み繕つくろわれていたが、それでも袖そでが長いので折り返している。

「石は小さくても重いから、その袋の持ち方によっては、ル子姉の手に変な跡がついちゃうよ？　そうなったら大変だよね」

　袋に入れても、女性の手でそんなに多く持てるものではない。だから小さな袋にしたのかもしれないが、それでも、だ。

　柳生真純は味方してくれる蒼司朗と安藤奏に、大きく頷く。

「そうですよね！　さぁ、薫子様！　その袋とスコップをわたしに！」

「そ、そう？　悪いわね」

　くわっと目を見開きながら詰め寄る柳生真純の尋じん常じようではない迫はく力りよくに負け、芙蓉薫子はスコップと袋を渡した。

「遠えん慮りよは無用です！」

　スコップと袋を握りしめ、柳生真純は力強く宣せん言げんする。




　優秀な神官なので、芙蓉薫子も石の卵の捜そう索さくに加わるのは当然だが、帝都民の気持ちに配はい慮りよしないのはよろしくない。

　綺き麗れいなお姉さんが手にしていいのは、美しいものだけなのだ。




「ま、無ぶ難なんだろうね」

「っスね」

　蔵田実親と篠原勇輝は、しみじみと頷く。




　芙蓉薫子には雑種犬ではなく、血けつ統とう書しよ付きのもっとお洒落しやれな小型犬が似合う。あれなら、柳生真純の犬を今日だけ芙蓉薫子が散歩させているように見えるだろう。

　ここで柳生真純の申し出を断ったとしても、あの格好の芙蓉薫子が帝都民に見つかったなら、まったく同じことを言われて詰め寄られるはずだ。とっとと柳生真純に任せておけばいい。




「それでは皆さん、がんばってくださいねー」

　にこやかに手を振って、小此木神官長は蒼司朗たちを帝都神社から追いだした。
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　帝都城公園や帝都城の周りにも石の卵が隠かくされているかもしれないが、堀ほりに囲かこまれた帝都城公園は閉へい園えん時間になれば門が閉ざされるので、そのときに一いつ斉せいに探すことになった。まずは帝都城下の捜そう索さくからだ。

　帝都城外そと堀ぼりの門は、東西南北それぞれにある。帝都神社を出た四し神じんの戦士は、ここから自分たちの守しゆ護ごする区く域いきにわかれるため別行動になる。

　今日は青せい龍りゆう神社の神官として行動するように言いつけられている蒼そう司し朗ろうは、安あん藤どう奏かなでと一いつ緒しよに東門に向かう。




「えーと、まずは寅とら田だ屋やの石せき碑ひのところかな？」

　ついさっき見つけたので、あの場所には確実に石の卵がある。

　回収しに行こうかと言う蒼司朗に、安藤奏は肩かたを竦すくめる。

「そんなの、僕たちが行きつく前に、とっくに回収されてますよ」

　蒼司朗と安藤奏が寅田屋の石碑のところで石の卵を見つけたことは、あのあとすぐに公こう儀ぎ隠おん密みつに伝えられただろう。誰だれかに持ち去られたりしないよう、速すみやかに回収されたはずだ。

　もう一度蒼司朗たちがあの場所に足を運はこぶ必要はない。




　外堀を越え、東門から帝都城下に出ようとした蒼司朗は、バス通りにかかる『帝都美化週間』の横おう断だん幕まくに驚く。

「……帝都の人たちって、仕事早いんだな」

　まさかいきなりあんなものを見ることになるとは思わなかった。

　目を丸くしている蒼司朗とは違い、安藤奏はまったく驚いていない。

「この法はつ被ぴと同じです。いつでも使えるように、準備してあるんですよ」

「ミギャ」

　そして横断幕だけでなく、町内のあちこちに設置された掲けい示じ板ばんや交番にも、『帝都美化週間』のポスターが貼はられていた。




　横断幕やポスターは、連絡が入り次し第だい、さっと取りだして使用される。観光客などの帝都外の人には内ない緒しよで、帝都の治安を守るためになんらかの活動が行われるという合図だ。

　いつ使ってもいいように、それらには日付の表示がない。




　午後から唐とう突とつに『帝都美化週間』が始まり、帝都のあちこちで『帝都青年会』の揃そろいの法被を着た者たちがゴミ拾いに勤いそしんでいたが、帝都民は誰も驚かない。




「去年の新にい嘗なめ祭さいで蟲むしが入っていたメロンも、普通のときだったらこんなふうに探していましたよ」

「あぁ、うん、なるほど」

　帝都ではいろいろあるのだなと、蒼司朗は納得する。

「チュピ」

「あ、ゴミ発見」

　頭の上に乗ったチビ朱す雀ざくに教えられ、蒼司朗はゴミばさみで、菓か子しの包み紙を拾う。

　石の卵の回収のための行動だが、表向きは清せい掃そう活動なので、拾えるゴミをそのまま放置していくのは具ぐ合あいが悪い。

「蒼司朗センパイ、ゴミは青い線の入った袋ですよ」

　石の卵を回収しながら、ついでにゴミも拾えるようにと、法被を着て帝都城下に出る神官には、石の卵を見つけて入れる袋とゴミを入れる袋、二つの袋が渡されている。

「うん、わかってる」

　蒼司朗は枝えだ打うち斧おのにぶら下げた二つのゴミ袋のうち、青い線の入った袋に拾ったゴミを入れた。




　バス通りを越えたところからは、帝都東地区、青龍神社の守護区域になる。

「蒼司朗センパイ、ここからはわかれて行動しましょう」

　ローラー作戦なら、神官としての能力の高低で差が出ることはない。見た目こそ子供だが、蒼司朗と安藤奏はこの作業に関して、ちゃんと一人前の仕事ができる。二人一緒にいる必要はない。

「だな。じゃあ、オレ、あっちの通りに行くよ」

「僕は向こうの通りに行きます。三時からご祈き禱とうの予約が入ってますから、僕が作業できるのは、それまでですけど」




　中学三年生でも、青龍神社の優秀な神官であり、青龍の戦士でもある安藤奏は、指名を受けて青龍神社の仕事をすることも多い。




「うん。時間に遅れないよう、気にせず行ってくれ。オレも奥庭の仕事の時間になったら、切りあげるよ」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　今日はこのまま石の卵の回収作業で、奥庭の仕事はないのかなと心配していたピヨ四神は、ほっとしたように鳴いた。




「もしも何か気になることがあったら、誰でもいいですから、近くにいる神官か公儀隠密を見つけて相談してください。一人で勝手に判断されると迷めい惑わくですから」

　安藤奏の言い方はキツイが、蒼司朗一人に責任を負おわせなくてもいいようにとの配はい慮りよからだ。

　蒼司朗は安藤奏に、にこっと微笑ほほえむ。

「了解」

　蒼司朗と安藤奏は、手を振りあってわかれた。




　あっちで作業するからと、安藤奏に言った通りに入った蒼司朗だが、作業せずに素す通どおりする。

「ミギュ？」

「キュウ～」

　不満そうに顔を出したピヨ四神に、蒼司朗は笑う。

「うん、ここはもう作業が終わってるみたいだからさ。ほら、印しるしがあるだろ？」

　蒼司朗が指さした石いし畳だたみの端はしには、白はく墨ぼくで印がつけられていた。

「オレも作業したら、この印つけるよ」

　誰かが作業した通りを何度も作業するのは効こう率りつが悪いので、角から角までを一区切りとして、印をつけていくように白墨が支給されている。

　先に作業を始めていた神官の横を会え釈しやくして通りすぎ、蒼司朗はまだ作業を行っていない道に入っていく。




「ミギャミギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピチュチュピピ」

「「（しゅーしゅー）」」

「いや、楽しいものはないから」

　作業を終え、白墨で道に印をつけた蒼司朗は、その作業だけで大だい興こう奮ふんのピヨ四神に苦笑する。

「寅田屋の石碑のところで見つけた、あの卵みたいな石があったら、教えてくれよー」

　蒼司朗は期待せずにお願いしてみてから、人の手が届いて、鶏けい卵らんほどの大きさの石が隠せそうな場所を、ガスガスとゴミばさみで探る。

　本物の卵なら乱暴に探れば破は損そんのおそれがあるが、見つけようとしているのは石なので、手加減しなくていい。砂すな埃ぼこりを被かぶって、周囲と同化している可能性もあるので、ゴミばさみでほじくれそうなところは、ざくざくと土をひっくり返す。

「……うーん」

　あるのは、ゴミばかりだ。

　寅田屋の石碑のところで実際に石の卵を見つけているから、どこか他にもあるだろうと探っていても、あまりに見つからないと、本当にあるのか疑わしくなってくる。

「ピ！」

「あ、あった」

　蒼司朗はゴミばさみで石の卵を取って、白いゴミ袋に入れる。

（この袋の底が抜けるほどは、集まらないよなぁ？）

　ゴミはかさばってもそれほどの重さにならないことが多いが、石の卵を入れた袋は回収が進むごと、確実にどんどん重くなるだろう。

　支給されている袋は、拾ったゴミを入れるのには問題なさそうだが、石を入れるにはちょっと頼りない。

「ま、そんな心配、あとからしたらいいか」




　中心地や商店街、表通りのあたりは石畳で舗ほ装そうされているが、裏通りや住宅街を入ったところになると、舗装されていない道が増える。道みち端ばたの雑草も増えてくるので、探る場所も多くなる。池や川の周り、竹たけ藪やぶや雑ぞう木き林ばやしなども要チェックだ。




　作業しながら進んでいた蒼司朗は、『帝都青年会』の法被を着た十数人の神官が作業している池の近くを通りかかる。場所が広いと数人で作業をすることになるが、白墨の印には、まだ隙すき間まがあるようだ。

「お疲れさまです！　あっちのほう、まだですかー？」

　道に一番近い場所で作業していた神官は、蒼司朗に声をかけられて顔を上げる。

「お疲れさまです、蒼司朗様。よろしくお願いします」

「はい！」

　蒼司朗は自分の受け持つ範はん囲いに白墨で印をつけ、池の縁ふちに向かって進みながら作業を行う。

　ある程度進んだところで、普通ゴミの袋がだいぶ大きくなってきた。

「蒼司朗様、袋を交こう換かんいたします」

「はい、ありがとうございます」

　間近い位置で声をかけられ、蒼司朗はそちらに顔を向ける。

「蘭らん丸まるさん、こんにちは」

「こんにちは」

　公儀隠密候補生の柳生やぎゆう蘭丸は、蒼司朗が枝打ち斧にぶら下げていた袋を、二つとも新しいものに交換する。




　回収活動に支し障しようをきたさないよう、頃合いを見み計はからって、公儀隠密が袋を回収、交換しに現れることになっていたらしい。




「石の卵のほうの袋は、まだまだ入りそうですけど？」

　交換の必要はないのではと言う蒼司朗に、蘭丸は微笑む。

「そうですね。袋に余裕はありますが、持ち帰るよう命めいじられていますので」

　石の卵がどのくらい集まるか定かではないので、適度な頃合いで帝都神社に集めることになっているらしい。




「奥庭のお仕事の前に、袋を受け取りにまいります。小お此この木ぎ神官長から青龍神社に話は通っておりますので、蒼司朗様は奥庭にお出かけください」

「わかりました」

　蒼司朗は今日、青龍神社の神官として作業をしていたわけだが、挨あい拶さつをするために青龍神社に寄らないで、まっすぐ奥庭に向かっていいらしい。

　柳生蘭丸と一緒に来た公儀隠密候補生は、池の周りで作業していた神官から袋を回収、交換して、それを道に停めていたトラックの荷台に乗せ、運び去った。




　時間いっぱいまで作業をして、言っていたとおりに回収に来た柳生蘭丸に二つの袋を渡し、蒼司朗は奥庭の作業に向かった。




　急きゆう遽きよ予定変へん更こうで、神官としての作業を優先しなくてはいけなくなった蒼司朗だが、まだ高校生なので、夜間に行われる帝都城公園での石の卵の捜索は免めん除じよだ。

　石の卵の捜索に使った軍手と法被は社しや務む所しよに返へん却きやくし、安藤奏にもらった私服を脱ぬいで、蒼司朗はいつもの帝都学園高等部の学生服に着替えて寮りようへの帰き路ろにつく。

「望もち月づき造ぞう園えんの仕事はどんなだったのかな」

　蒼司朗は今日できなかった仕事を思い出し、溜ため息いきをつく。

（なかなか仕事、覚えられないや）

　帝都神社の用事のほうが緊きん急きゆう性せいがあるので仕方ないとわかっているのだが、一流の庭師を目指して帝都に来た蒼司朗としては、どうしても焦あせりが出る。

（清きよちゃんが、どんどん前に行っちゃうよ）




「（……ミキュ）」

「（キュウ……）」

「（ピ……）」

「「（しゅー）」」

　小さい声で鳴いたピヨ四神が、いつもの位置にくっついて身を隠したまま、そっと蒼司朗に触ふれる。

「いや、お前たちは何も悪くないから」

　蒼司朗は淡あわく微笑む。

　奥庭に入りこみ、あれこれ触ったのは蒼司朗だ。本当にあそこ、あの庭でいいのかと、伯お父じに確認することを怠おこたった。

「もしもさ、オレを呼んでくれたんだったら、すっげ嬉うれしいし？」

　帝都城の奥庭なんて、特別な場所を任されるとは、庭師冥みよう利りに尽つきる。とても光栄なことだ。いろいろと大変なことも付ふ随ずいしてきたが、それはまぁ、仕方ない。

「────だいぶ日が長くなってきたな」

　冬だったら、もうこの時間は日が落ちて真まっ暗くらだったのにと、蒼司朗は茜あかね色いろの空を見上げながら歩く。

　新聞配送所の前を通り、酒屋の前を────。




「ピ」




　頭の上でチビ朱雀が小さく鳴いて、蒼司朗ははっとして足を止める。

「……ミギャ」

　学生服の胸むな元もとから顔を出したチビ白びやつ虎こが、酒屋の横に積つみあげられていた木箱の下のほうを見ていた。

「？　何かあるのか？」

　気を引きしめたものの、町中なので、蒼司朗は枝打ち斧を構えることなく、チビ白虎の視線を追う。

　チビ朱雀とチビ白虎が気にしているのは、二列に積みあげられた木箱の間にある隙間だ。

「キュウ」

　首の後ろにくっついたチビ青龍も、そこを見ろと促うながす。

（石の卵、じゃないよな）

　確かに今は見つかりにくいが、ここでは木箱を動かされれば丸見えになってしまう。

「「（しゅー）」」

　ポケットから顔を出したチビ玄げん武ぶの、チビ蛇へびが蒼司朗の手をペロリと舐なめた。

　注目した蒼司朗に、きゅいっとチビ亀がめは首を動かす。

（確認しろって？）

　屈かがんだ蒼司朗は、木箱の隙間を覗のぞきこむ。ちょうど太陽の前に雲くもがかかり、物もの陰かげは余計に暗くなる。




　真っ暗な物陰で何か小さなものが蠢うごめいた。

（子こ猫ねこでもいるのか？）

　蟲が潜ひそんでいてもおかしくはない暗がりだったが、蟲独特の、瘴しよう気きを放つあの嫌いやな感じはしなかった。




　生まれたばかりの小動物でもいるのだろうかと、じっと見つめる蒼司朗に、暗がりにいたものが振り向いた。

　ちゅんちゅんちゅんと、二つの小さな目が瞬しばたたく。




　太陽にかかっていた雲が晴れ、暗がりに西日が射さしこんだ。

（ヒヨコ？）

　この姿形は。

　じーっと見つめていた蒼司朗の前で。




　ぱたっとヒヨコが倒れた。




「えっ!?　おいっ！」

　逃げるのではなく、前のめりにばったり倒れられ、蒼司朗は仰ぎよう天てんする。

「なんだよ!?　どうした!?」

　隙間に手を差し入れた蒼司朗は、倒れているヒヨコを摑つかみだす。小こ柄がらな蒼司朗の細い腕うでだから、簡単にヒヨコを摑みだせたが、他の者だったらこうはいかなかっただろう。

　蒼司朗の枝打ち斧のように長いものを持っていたとしても、それを使ってヒヨコを手前に寄せて隙間から出そうとしたなら、潰つぶしてしまいそうで怖い。




「猫にやられた……んじゃないよな？」

　蒼司朗はぐったりしているヒヨコを手に乗せ、確かめてみようと動かして、むっと眉まゆを顰ひそめる。

「……蛇？」

　ヒヨコのお尻しりのあたりから、細い蛇の尾おが────。

「あ、なんだ、くっついてるのか」

　お尻に小さい蛇が食いついているのではないとわかって、蒼司朗はほっとする。

　ヒヨコの尾お羽ばねのあたりの色が変わっていて、しかもにょろっと長くなっていたので、蛇っぽく見えただけだ。

「紛まぎらわしい尻だな」

　びっくりしたが、怪け我がをしている様子はない。

（えーと、だとしたら）

　ムカデにやられたのかもしれない。

「こんなときって、どうしたら……、あ、動物病院か！」

　専門家に診みてもらうのが一番だ。

　蒼司朗は今いる場所から最も近い動物病院がどこだったか、必死に思い出す。




「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗の手首まで移動したピヨ四神も、蒼司朗の手の上のヒヨコを心配そうに覗きこむ。




（北きた島じま動物病院！）

　日曜日の夕方に診しん療りようを行っているかはわからないが、蒼司朗はここから一番近い動物病院を思い出す。

　動物の治ち療りようには健康保険はきかないと聞いたことがある。行きずりに拾ったヒヨコの治療費にいったいいくらかかるかわからないが、このまま何もしないなんてできない。

　蒼司朗は幸さいわいにも、帝都城奥庭のお庭番として、少しばかり有名人だ。今は持ち合わせがなくても、あとで支払うからと言えば、きっと治療してもらえる。




「……ヒヨ」




　北島動物病院に向かって駆かけだそうとした蒼司朗は、手の中のヒヨコが鳴いて、はっとする。

　手の上に移動したピヨ四神に囲まれ、むくりと身を起こしたヒヨコは、円つぶらな瞳ひとみで蒼司朗を見上げた。

「ヒヨ」

　死にかけているのではと心配した蒼司朗は、肩かたに入っていた力を抜いた。

「ヒヨ」

　だんだんと鳴き声がしっかりしてくるのがわかる。

「なんだよ、元気じゃん」

　ひょっとすると、さっきヒヨコが倒れたのは、小石か何かに躓つまずいただけだったのかもしれない。

「ヒヨ」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピチュ」

「「（しゅー）」」

「うん、帰ってご飯食べよう。お前もな」

　蒼司朗はピヨ四神を順番に撫なでると、ヒヨコを胸ポケットに入れ、寮に向かって急ぎ足で歩きだした。










[image: ]




　帝都学園高等部の寮りようでは、土曜日と日曜日の夕食は、平日に比くらべて人数が少ない。

　地方から就しゆう学がくのために帝都に来ている生徒は、土日を使って帝都の観光地で遊んだり、買い物や食事をしているし、日帰りできる帝都近きん郊こうに実家のある者や帝都の子供は、家に帰っていることも多いからだ。




「蒼そうくん、お帰り」

　寮の部屋に入った蒼そう司し朗ろうは、清きよ志し朗ろうがいて驚く。

「ただいま、清ちゃん。寮に戻ってたんだ？」

　清志朗は入にゆう浴よくしたあとらしく、首にタオルをかけている。

　自分のベッドに腰こし掛かけ、髪かみを拭ふきながら雑誌を見ていた清志朗は、まさかいるとは思わなかったという顔の蒼司朗に、くすっと笑う。

「蒼くんが寮の夕飯を断ってなかったからね。僕もこっちで食べようと思って」




　蒼司朗は今日、帝都神社の神官として、急きゆう遽きよ予定が入ってしまった。蒼司朗が寮に戻ったときに、望もち月づき造ぞう園えんで仕事をしていた清志朗がいなければ、まだ作業をしているのか、家に帰って庭師の皆みなと食事をしているのかと、気になるだろう。

　蒼司朗のおおよその行動時間は、寮に戻る時間でわかる。夕飯を断っていなかった蒼司朗に合わせて、清志朗は寮に戻ったのだ。




　奥庭の作業をする蒼司朗は、お清めのために帝都神社の社しや務む所しよで入浴するので、清志朗は先に寮で風ふ呂ろを使って、蒼司朗が戻ってくるのを待っていた。

「今日の仕事のこと、聞きたいでしょう？」

「うん！　ありがとう、清ちゃん！」

　いつもの位置に枝えだ打うち斧おのを立てかけるため、蒼司朗が二段ベッドに近づいたので、ピヨ四し神じんは蒼司朗の肩かたに移動する。

「ミギャギャー」

「キュイキュオ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗のベッドに飛び移ったピヨ四神は、どたどたと走り回って遊びだしたが、霊れい力りよくのない清志朗には、ピヨ四神の姿は見えず、声も聞こえない。座っている頭のすぐ上の、喧やかましい足音も聞こえない。

（ゴメンね、清ちゃん）

　ピヨ四神を自分のベッドの上に放し、心の中で清志朗に詫わびた蒼司朗は、楽な格かつ好こうに着替えようと────。




「ヒヨ！」




「わ」

　清志朗と話をしている間に、胸むねポケットに入れたことをすっかり忘れてしまっていた蒼司朗は、大きな声で鳴かれて驚く。




「……蒼くん……？」

　霊力がなく、寮ではピヨ四神の声が聞こえない清志朗は、突然聞こえた鳴き声に、きょとんと目を瞬しばたたく。

　鳥の鳴き声のようだが、チビ朱す雀ざくの鳴き声とは違うような？




「────ゴメン、清ちゃん」

　蒼司朗は胸ポケットから出したヒヨコを左手の上に乗せて、清志朗に見せる。

　奥庭の四神様は伝説の聖せい獣じゆうで、帝都の神社の宝物でしか姿形を知らないが、蒼司朗が今手の上に乗せている黄色くてふわふわした雛ひな鳥どりは、清志朗もよく知っている。

「ヒヨコ……」

「戻ってくる途中で拾っちゃって」

　えへっと笑う蒼司朗に、ヒヨコはとてもよく似合っていた。

（またそんな小さなものを……）

　背が低いことを気にしていて、小さいが禁きん句くのくせに、小さくて可愛かわいいものを拾ってくるなんてと、清志朗は軽い頭痛に襲おそわれる。




「ヒヨ！」

　大きな声で鳴いたヒヨコは、小さな手て羽ばを上げて存在を主張した。ヒヨコが動いたと同時に、その背後でぴょろっと細長いものが蠢うごめく。




「……蛇へび？」

　もう一匹生き物を拾ったのかと、訝いぶかしむ清志朗に、蒼司朗は笑う。

「あぁ、違う違う。これ、コイツの尾お羽ばね」

「は？」

「変わってるよね」

　蒼司朗はにこにこと笑いながら、くりっと後ろ向けたヒヨコを清志朗に近づけてみせた。

（尾羽って……）

　どう見ても蛇の尾そのものがヒヨコの尻しりから生はえているようだが、尾羽だと蒼司朗が主張するなら、そう、かもしれない、と清志朗は思いたい。

「────蒼くん、奥庭の四神様は？」

「ん？　一緒に帰ってきて、今、ベッドの上にいるよ。このヒヨコ、あいつらが見つけたんだ」

「……そうなんだ」




　異質なものを奇き妙みよう、不ぶ気き味み、不吉と忌いみ嫌きらうこともできるが、蒼司朗には奥庭の四神様がついている。小さくても、霊れい験げんあらたかな四神様が見つけ、蒼司朗に拾わせたのなら、形が多少変でも、気にしてはいけないのかもしれない。




「それで、どうするの？　そのヒヨコ」

　清志朗に尋たずねられ、蒼司朗は首を傾かしげる。

「うーん、どうしよう？」

「ヒヨ？」

　蒼司朗と同じように、手の上に乗せたヒヨコも首を傾げた。

「考えないで連つれて帰ったね、蒼くん……」

「あー、いや、まぁ、その、どっかの迷まよい鳥かもしれないし、そうじゃないかもしれないしー……」

　さてどうしようかと途と方ほうに暮くれる蒼司朗の手からヒヨコを受け取り、清志朗は言う。

「今日はもう遅いから、一ひと晩ばんだけこっそり寮で世話して、明日の朝、僕が家に連れて行くよ」

　鳥は暗くしておけば眠っていてくれるから、他の寮生に気づかれないように部屋に隠かくしておけるだろう。

「昔使ってた鶏にわとり小ご屋やがあるから、預あずかるにしても飼うにしても、なんとかなると思うよ」

「鶏小屋？」

　そんなものあったっけと、蒼司朗は考える。蒼司朗の記き憶おくでは、亡なくなった祖そ母ぼが気き管かん支しの弱い人だったので、毛が抜けたり埃ほこりが立たないようにと、望月造園で生き物は飼えなかった。




　眉まゆを顰ひそめる蒼司朗に、ヒヨコを愛めでながら清志朗は遠い目をして白はく状じようする。

「小学校のころに、学校の前にカラーヒヨコを売る人が来てね……」

　愛らしさに負けて、つい、ふらふらっと買って帰ってしまった。蒼司朗の拾ってきたヒヨコは臀でん部ぶが妙ちきりんだが、血の通かよっている小さな細い足は温かく、柔やわらかい手て触ざわりが懐なつかしい。




「あぁ！　オレが小学校のときにも学校の前にヒヨコ売りが来たことあった！」

　巌いわ手てでも同じことがあったと、蒼司朗は笑う。

「なんだ、あれ、清ちゃん買っちゃったんだ？」

「父さんにすっごい怒られたよ」

　叱しかられても、買ってきてしまったものは仕方ない。

　今は物置の隅すみで布を被かぶせて置いてある鶏小屋は、そのときに作ったものだ。




「今度は蒼くんのヒヨコだって言うよ」

「うわー……」

　お前もかと、呆あきれる伯お父じの顔が想像できて、部屋着に着替え終わった蒼司朗は、思わず天てん井じようを見上げた。




　蒼司朗が寮に戻ったときには、夕飯の時間が始まっていた。部屋でお喋しやべりしていると遅くなってしまう。

「晩ご飯を食べながら、今日の仕事の話をするよ。蒼くんの話も聞かせてね。午後から急に『美化週間』が始まって、驚いたよ」

「うん」

　清志朗は帝都っ子で、よく弁わきまえた賢かしこい少年だ。帝都でのことだし、特に口止めはされなかったので、清志朗になら話しても差し支つかえないだろう。

　今日の食堂は空すいているだろうから、二人でちょっと奥のほうの席を取って、小さい声で喋っていれば、他の生徒は距きよ離りをあけたほうがいいかと気を利きかせて、少し離れた席を選んでくれるはずだ。




「ほら、ご飯食べに行くぞー」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　呼びかけた蒼司朗に、ベッドの上で走り回って遊んでいたピヨ四神は、急いで飛びついた。胸ポケットにヒヨコを入れ、蒼司朗は清志朗と一緒に食堂に向かう。




　帝都学園高等部の寮では、寮生全員で一いつ斉せいに食事をするのではなく、時間内の好きなときに各自で自由に食事をすることになっている。




「清志朗くん！　蒼司朗くん！」

　先に食堂に来て食事を始めていた友人たちに、こっちにいるよと呼びかけられ、清志朗と蒼司朗はにこっと笑って手を振る。

　声をかけてくれた友人たちの近くの席も空あいていたが、料理をもらった二人は奥のほうの席に向かう。食事しながら話をするらしいと判断した友人たちは、それ以上無理に二人を誘さそわなかった。




「蒼司朗センパイー！」




「望ぼう威い!?」

　夕飯を載せたトレイを卓たくに置こうとした蒼司朗は、大声とともに迫せまってきた大きな人影に、ぎょっとする。

「ミギャ！」

「キュ！」

「ピィ！」

「「（しゅー！）」」

　機き嫌げんよく蒼司朗にくっついていたピヨ四神は、避ひ難なんのために急いで清志朗に飛び移る。

　清志朗は蒼司朗が持っていたトレイを、望威に飛びつかれてひっくり返す前に素す早ばやく奪い取って、卓に置く。

　廊ろう下かまで聞こえる大声に寮生は驚いたが、蒼司朗を追いかけ回す望威の雄お叫たけびは、寮でも学校でも耳にする。いつものことなので、皆もういい加か減げん慣れっこになっている。




　大型犬が飛びかかるような勢いで、どこからか現れた望威が、がばちょと蒼司朗に抱だきつく。

「うわっ！　こらっ！　放せっ！」

「ん～、いい匂においデス～。抱き心ごこ地ちもイイですネ！」




　望威が店長を務つとめる帝都南地区にある宝ほう飾しよく品ひん店てんは、まだ営業時間だ。望威が寮にいないものだと思いこんでいて、蒼司朗はすっかり油断していた。

　蒼司朗が寮で夕飯をとることを清志朗が調べられたのだから、望威に同じことができないはずがない。




　いつものパターンで抱きしめられ、放せともがいて暴あばれた蒼司朗だが。

「あっ！　潰つぶれる！」

　胸ポケットのヒヨコのことを思い出し、ぎょっと身を硬かたくした。




　常つねにない声を出して、動きを止めた蒼司朗に、望威は驚いて抱きしめた腕の力を緩ゆるめる。

（潰れル？）

　望威はこれまで何度も蒼司朗を抱きしめているが、そんな言葉を聞いたのは初めてだ。何か潰れるようなものを持っていたのだろうか。

「蒼司朗センパイ？」




　解放された蒼司朗は、急いで胸ポケットを探さぐる。

「……ヒヨ」

　ポケットから出されたヒヨコが、蒼司朗の手の上で鳴いた。

　驚かせてしまったようだが、元気な様子を確認して、蒼司朗はほっとする。

「大丈夫？　蒼くん」

「うん、大丈夫みたいだ」

「ミギャギャ」

「キュイ」

「チュピッ」

「「（しゅー）」」

「ヒヨ」

　清志朗にくっついているピヨ四神がヒヨコに向かって鳴き、ヒヨコは返事をする。

「ゴメン、清ちゃん……！」

「いいよ。ひっくり返さずにすんでよかった」

　食事の載ったトレイを奪だつ取しゆして守った清志朗に微笑ほほえまれ、蒼司朗は恐きよう縮しゆくする。

「いや、あの、四神様がそっち行っちゃってるから……！」

「え？」

「ミギャ」

「うわ……」

　清志朗は、自分の胸むな元もとからひょっこり顔を出したチビ白びやつ虎こに鳴かれて、目を丸くした。

　帝都城などの結けつ界かい領りよう域いきでなければ普通はピヨ四神の姿は見えないが、ピヨ四神が姿を見せたいと思ったときには姿が見えるし声も聞こえる。清志朗にくっついている他のピヨ四神も、ここにいるよと主張して、もにもにと身じろぎした。




「清ちゃんに迷めい惑わくかけちゃ駄だ目めだぞ？」

「ミギュ？」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗に言われて、ちょっと考えるような素そ振ぶりをしたピヨ四神は、清志朗から離れてぴょんと卓に飛び移る。

　もう姿は見えなかったが、飛び移るときに小さな脚であちこち軽く押された清志朗は、ピヨ四神が自分から離れたことがわかった。




　望威にピヨ四神は見えなくても、蒼司朗の手の上の雛鳥は見える。

「ニワトリの子？」

「しー！」

　口の前に人指し指を一本立て、胸ポケットにヒヨコをしまった蒼司朗は、大きな声で言うなと望威を睨にらむ。




　黙だまって、と蒼司朗にサインをもらった望威は、自分の口を両手で覆おおって塞ふさいでから、寮にペットの持ちこみが禁止されていることを思い出す。

　寮りよう監かんの先生から絶対に駄目と叱られたので、望威はペットの駝だ鳥ちようを寮に連れてくることができなかった。（←人間が乗れるほど大きくて鳴き声が喧しく、一ひと蹴けりで頑がん丈じような扉とびらも破は壊かいする脚きやく力りよくのある、凶きよう暴ぼうな鳥だからだとは思っていない）

　ヒヨコを寮に連れこんだことがばれれば、蒼司朗は寮監や寮長に叱られて、罰ばつせられる。そうなっては大変だ。望威は了解したと、蒼司朗に何度も頷うなずいた。




　望威を味方に引きこんで、ほっとした蒼司朗は肩に入った力を抜いて椅い子すに座る。

「ま、ちょうどいいや。望威はそっちに座ってくれ」

　望威の大きな身体からだは壁かべに使える。

「ハイ」

　普通なら学年ごとに卓が決まっているので、二年生と一年生が同じ卓で食事をすることはない。一年生の望威が二年生の蒼司朗たちの卓に押しかけるのは礼れい儀ぎに反するので、抱きつくことはあっても、同じ卓につくことはない。だが、上級生から誘われた場合、それを断るのは失礼だ。

　同じ卓を使うことを許され、望威は嬉うれしそうに笑って、蒼司朗が指さした席についた。

「望威くん、晩ご飯は？」

　もうすませたのだろうかと尋ねた清志朗に、望威は笑顔で答える。

「蒼司朗センパイを待ってましタ！　蒼司朗センパイが食べルのを見ながら食べルと、とても美お味いしいネ！」

　拳こぶしを握にぎって鼻息も荒あらく断言され、蒼司朗は赤くなる。

「見るなバカ！」

　蒼司朗が寮の食堂を利用することは少ないが、自分が食べているとき、蒼司朗はたいていピヨ四神にも食べさせている。あーんとピヨ四神を餌えづけしているときの蒼司朗は、ほんわかしていて優しそうだ。

「白イご飯が、ドンドン進むヨ！」

「オレ見ながら食うの禁止！」

　ちっちゃい連中の世話をしているところをガン見されるなんて、蒼司朗はとんでもなく恥はずかしい。ご飯が美味しくいただけますと言われても、どうぞなんて言いたくない。




　蒼司朗と清志朗は食堂の奥のほうの、周りに人のいない席を選んだのだが、望威が蒼司朗を見つけて大騒ぎしたので、食堂内の寮生はこちらを少し気にしている。望威が配はい膳ぜんカウンターに向かえば、また注目されるだろう。

「望威くんの晩ご飯、持ってきてあげるから、座ってて。（蒼くんのヒヨコ、皆から見えないように、しっかり隠しててね）」

「ハイ」

　ヒヨコを隠す壁役を引き受けた望威のため、清志朗は配膳カウンターに向かった。




　蒼司朗が拾ったときにヒヨコがふらふらしていたのは、猫に追われたあとだったからかもしれない。とりあえず今夜は、たっぷり食べさせて、しっかり眠らせて。

「ミギャギャ」

「キュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「うん、ご飯にしような」

　催さい促そくするピヨ四神に笑いかけ、蒼司朗は小皿に料理と白米を取りわける。ピヨ四神はもうすっかり慣れているので、取りわけて潰して小さくしてやれば、自分で食べられるが、ヒヨコはどうだろう。

（食べさせてやったほうがいいのかな？）

　いい子でお座りして待っていたピヨ四神の前に、晩ご飯を取りわけた小皿を置き、先にピヨ四神に食べさせてやってから、蒼司朗は胸ポケットに入れたヒヨコを出す。




　他の寮生から蒼司朗を隠す壁になって、優しい表情で小皿に晩ご飯を取りわける蒼司朗をにこにこと見ていた望威は、蒼司朗が手に乗せたヒヨコに、ぎょっと目を剝むいた。




　蛇の尾を持つヒヨコ────！

「バジリコック!!」

「（静かにしろって！）」

　いきなり大声を出した望威に驚き、蒼司朗は近くにあった台だい布ふ巾きんを摑つかんで、思わず望威の顔面に押し当てた。

「ムームムム、ムー！」

　座高の違いで、下から押しあげるような形で台布巾をぴったりと顔に押し当てられた望威は、息ができず、苦しくて手をばたばた振り回す。




「ちょっ……！　蒼くん！　望威くんの息詰まってる！」

　望威の晩ご飯のトレイを持って戻ってきた清志朗は、蒼司朗の暴ぼう挙きよに仰ぎよう天てんする。




　濡ぬれた台布巾でまともに鼻と口を塞いでいたことに気づいた蒼司朗は、慌あわてて手を離した。顔面から台布巾がなくなって、望威は大きく息を吸い、ぐったりした様子で肩を落とした。

「わ、ワリ……！　でも、お前も悪いんだぞ。大きな声出すから……！」

　赤くなった蒼司朗は、口を尖とがらせ、手に乗せたヒヨコに、箸はしで摘つまんだ焼き魚の身を食べさせる。

「望威くん、大丈夫？」

「ハイ……」

　顔を上げて微笑んでくれたので、清志朗は望威の前にトレイを置き、席に着く。




　望威の呼吸も落ち着いたようなので、清志朗は食事を始めようとしたのだが。

「────望威くん、どうかした？」

　蒼司朗に見とれていておとなしいという様子ではない望威に、なんだか変だと清志朗は眉を顰める。




　望威の視線は、蒼司朗ではなく、手の上のヒヨコに向けられている。




「……蛇の尾を持つ、ニワトリのヒナ……」

「ん？」

　呆ぼう然ぜんとしながら呟つぶやく望威に、ヒヨコにご飯を食べさせながら蒼司朗は首を傾げる。




「ミギャン」

「キュウキュウ」

「ピピチュチュ」

「「（しゅー）」」

　ヒヨコが蒼司朗に食べさせてもらっているのを見て、ピヨ四神は甘えた声で鳴いた。

「あぁ、はいはい、お前たちもね」

　蒼司朗は甘ったれるピヨ四神にも、あーんをさせてご飯を食べさせる。
















　聞き流せないものを聞いたと、清志朗は箸を止める。

「蛇の尾を持つヒヨコ、って。望威くん、何か知ってるのかい？」

　本当にそんな生き物がいたのだろうか。




　尋ねた清志朗に、ヒヨコから目を離さずに望威は頷く。




「バジリコックは、雄おん鳥どりの産んダ石の卵カラ生まれル『魔物』デス……！」
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　蒼そう司し朗ろうは望ぼう威いをまっすぐに見つめる。

「コイツがバジリコックっていう魔ま物ものだって？」

「イエ、たぶん、違うと思いマス……」

　望威は蒼司朗から視線を逸そらす。どうも煮にえきらないなと、清きよ志し朗ろうは眉まゆを顰ひそめる。

「たぶんってどういうことかな？　話で聞いただけで、これまで実物を見たことがないとか？」

「ソレもありマスが……。バジリコックには、強い毒どくがあるそうデス」

　だから、蒼司朗がしているように連つれ帰ることも、餌えづけすることもできない。蒼司朗の手の上のヒヨコは、食欲旺おう盛せいでとても元気に生きている。

　奥庭の四し神じん様と一緒に機き嫌げんよく餌づけされているヒヨコが、魔物であるとは思えない。




　ヒヨコを見つめて、清志朗は考える。

「僕はよく知らないけど、ひょっとすると養よう鶏けい場じようとか、鶏にわとりをたくさん飼っているところでは、何万羽ばに一いち羽わぐらいの確率で、今日蒼くんが拾ったその子みたいな、奇き妙みような形をした雛ひなが生まれることがあるのかもしれない。そういうのを『怖い』って思う気持ちが、魔物を作ったんじゃないかな」

　怖がっていれば、暗くらがりで揺ゆれている草も幽ゆう霊れいに見える。怪かい物ぶつや魔物も、錯さつ覚かくや思いこみから生まれたもので、本当は存在しないのかもしれない。

　清志朗の言うことは、もっともだが。




「……バジリコックは、いマス」

　視線を落とした望威は硬かたい声で断言する。

「砂の国でハ、皆みながそう信じテいマス」




「うん。いいんじゃないか？　それで」

　あっさりと蒼司朗に肯こう定ていされた望威は顔を上げ、拍ひよう子し抜ぬけしたような表情を浮かべた。

「だよね？　清ちゃん」

「うん」

　清志朗は『バジリコックなんていない』とは言っていない。他国の文化や常識を否ひ定ていするつもりはない。蒼司朗が連れて帰ったヒヨコがバジリコックでないのなら、別のものだろうと推すい察さつしただけだ。




　ヒヨコとピヨ四神にお腹いっぱいご飯を食べさせた蒼司朗は、ヒヨコを胸むねポケットに戻し、ハンカチを被かぶせて暗くする。おねむになったピヨ四神も、蒼司朗にくっついて甘える。可愛かわいいもの好きの望威が見たならば大だい興こう奮ふん間違いなしだが、残念ながらここでは蒼司朗以外にピヨ四神の姿は見えない。

「バジリコックがいたとして、どうなるんだ？」

「バジリコックは見た者を石に変エ、毒の息を吐はきマス。住み着いタ家の人間の血を吸って、病気にしマス。皆、死んデしまうネ」

「ふーん……」

　お伽とぎ噺ばなしか童どう話わのようだ。




　あるものはある、こういう姿形なのだから文もん句くをつけても仕方がないと、蒼司朗は拾ったヒヨコの異様さをスルーした。

　だが、さっき聞いた『石の卵』という言葉を聞き流すわけにはいかない。




「バジリコックは石の卵から生まれるんだよな？　もっと詳くわしく教えてくれないか？」

「珍めずらしいね、蒼くんがそういうのを知りたがるなんて」

　庭師の仕事に関係するなら蒼司朗が熱心に話を聞くのはいつものことだが、これは食事どきにする話ではない気がして、清志朗は苦笑する。




「観光客が帝都に石の卵を持ちこんでる」




　はっとする清志朗と望威を見つめ、蒼司朗は続ける。

「見つけた石の卵を安あん藤どうが探さぐったけど、ただの石だって言ってた。このヒヨコにしても、人ひと騒さわがせな姿をしているものが、たまたまいただけかもしれない。でも気になる」

　自分から話題にしてしまったものの、望威は少し困った顔になる。

「────バジリコックのコトは、ボクよりモ那な智ちに聞いタほうがいいデス」

　見た目は幼おさない子供でも、望威の教育係をしていた那智は、多くのことを知っている。

「今から行って、話を聞けるかな？」

「今日はもう駄だ目めデス。那智はあまり遅くマデ起きテいられナイ」

　宝ほう飾しよく品ひん店てんの営業時間より遅くは起きていられない。今から急いで話を聞きに行っても、那智は眠ったあとだ。

「明日の朝ナラ、大丈夫デス」

「じゃあ、明日の朝で頼めるか？」

「ハイ。入いり谷やに伝えテおきマス」

「清ちゃん、ゴメン。明日、コイツを家に連れてくって言ってくれたけど、小お此この木ぎ神官長に見せてからのほうがいいような気がする」

「そうだね。何もないといいね」

「うん……」

　複雑な気分で、蒼司朗たちは夕食を終える。




　念のため、蒼司朗は寮りようの近くに店を構えている公こう儀ぎ隠おん密みつのところに行き、蛇へびのような尾おのついたヒヨコを拾ったことと、石の卵からバジリコック────蛇の尾を持つ鶏の魔物が生まれるのだと望威に教えられ、明日の朝詳しい話を那智から聞く予定になっていると、帝都神社の小此木神官長に伝えてくれるように頼んだ。




　折り返しの返事を受けやすいように、寮の一階にある談だん話わ室しつで蒼司朗が待たい機きしていると、柳やぎ生ゆう蘭らん丸まるが寮に来た。小此木神官長から、明朝の呼びだしの連絡だった。

　バジリコックについて、小此木神官長も話を聞きたいということで、望威にも那智を連れて帝都神社に来てほしいそうだ。

「悪いな、望威」

「イエ。オコノギ様には、イロイロと助けてもらってるヨ。ボクたちでできるコトなら、協力するネ」

　早朝の帝都神社行きを、望威は快かい諾だくする。

「じゃあ、早寝早起きだよ、蒼くん、望威くん」

「うん」

「おやすみなサイ、蒼司朗センパイ、清志朗センパイ」

　まだ自習室で勉強している者や、談話室でゲームをしている者もいたが、蒼司朗たちは十分な睡すい眠みん時間を確保するために部屋に戻る。

　奥庭の四神様の力を必要とする緊急の事態がないかぎり、蒼司朗は寮で普段どおりに過ごしていい。




「お前、ちょっと変わってるだけのヒヨコにしか見えないけどなぁ」

「灯あかり消すよ、蒼くん」

「うん」

　清志朗に室内を暗くしてもらい、シャツの胸ポケットから眠っているヒヨコをそっと取りだした蒼司朗は、ハンガーにかけている学生服の胸ポケットに、ヒヨコを移し替える。お腹いっぱい食べて、ポケットの中で眠っていたヒヨコは、ほんわかと温かかった。ヒヨコの温ぬくもりがなくなって、ちょっと寂さびしい感じだ。

「ミギュ～」

「キュ～」

「チュピ～」

「「（しゅー）」」

　自分のベッドに上がった蒼司朗は、あっちこっちにくっついて眠っていたピヨ四神を布ふ団とんの上に下おろす。ピヨ四神は聖せい獣じゆうなので、くっつけたまま蒼司朗が横になっても潰つぶしてしまうことはないが、眠っている姿が可愛いので、一緒に休むのが習しゆう慣かんになっている。

「こいつら、寛くつろぎきってるな」

　ベッドに移動させられようと、ぐっすり眠ったままのピヨ四神に蒼司朗はくすっと笑う。

「奥庭の四神様が警けい戒かいしてないなら、あのヒヨコ、問題ないよね」

「うん、オレもそう思う」

　帝都城の守しゆ護ご神しんである四神、すべてが集まっている蒼司朗のところで面倒を見るのなら、魔物でもきっと恐おそれるに足りない。




　平へい穏おんに一夜が過ぎ、翌よく早朝、帝都神社に向かった蒼司朗は、社しや務む所しよの応接室で四神の戦士に出で迎むかえられた。

　奥庭の四神様を待たせるわけにはいかないという理由で、蒼司朗には四神の戦士よりも十分遅い集合時間が伝えられている。それでも五分前には到とう着ちやくしている蒼司朗は、遅ち刻こくしたわけではない。




「おはようございます、奥庭の四神様」

「ごきげんよう」

　蔵くら田た実さね親ちかが会え釈しやくし、にっこりと芙ふ蓉よう薫かおる子こが微笑ほほえむ。

「ミギャミギャ」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「おはようございます、蒼司朗センパイ」

　いつもと同じく、ピヨ四神で『可愛いものてんこ盛もり状態』の蒼司朗だが、胸ポケットからちょこんと顔を覗のぞかせているヒヨコを見て、篠しの原はら勇ゆう輝きは渋しぶい顔になる。

「このチビは、またちっせぇモン拾ってきやがって……！」

「うるさいな……！」

　やたらと小さなものに縁えんのある蒼司朗は、目を逸らして口を尖とがらせ、近くの壁かべに枝えだ打うち斧おのを立てかけてから、長なが椅い子すに座る。




「万一のことを考えて、帝都を準警戒態勢にしていましたが、特に変わったことはなかったようです」

　帝都警察と公儀隠密から報告をもらった小此木神官長は、ほっとした様子で応接室に入ってきた。

「おや？　望威くんたちはまだですか？」




「クァー！」




　社務所の外から聞こえてきた駝だ鳥ちようの雄お叫たけびに、ピヨ四神とヒヨコが怯おびえて頭を引っこめ、応接室に集まった皆は顔を見合わせる。

「来ましたね」

「時間には正確な奴ですから」

　懐なつかれておおいに迷めい惑わくしているが、蒼司朗は望威のことを信頼している。




「クァーッ！」

　ドッドッドッドッドッ！

　近づいてくる駝鳥の雄叫びと足音を聞き、応接室にいた蒼司朗たちは思わず身構える。




「クァッ！」

「話ハ道すがら聞いタ」

　降りるのももどかしい様子で、望威とともに駝鳥に乗ったまま応接室に入ってきた那智は、ぐるりと見回して蒼司朗を探す。

「鶏ノ雛を見せヨ」

「おはようございマス」

　居い丈たけ高だかに命めいじる子供の後ろで、駝鳥の手た綱づなを握っている望威は大きな身体からだを小さくして頭を下さげる。

　案内しようとして置いていかれた鈴すず宮みや神官と、駝鳥のあとを追いかけて応接室に入ってきた入谷は、申し訳なさそうに会釈する。

「とりあえず、オラオラから降りましょう？　那智くん。小さいもの好きの変態である坊ぼつちゃまは、礼れい儀ぎ知らずの物知らずですが、那智くんまでそう思われては大変です」

　涼すずしい顔で自分の主人に対して失礼なことを言い放つ入谷に、四神の戦士たちはびっくりし、小此木神官長は苦笑する。

「朝早くから、お呼びだてしましてすみません。驚かさなければ、蒼司朗くんのヒヨコは顔を見せてくれますよ？　どうぞ、こちらへ」

「諾だく。かたじけナイ」

　長椅子を勧すすめられ、那智は入谷に抱だっこされて駝鳥から降りた。

　続いて駝鳥を降りた望威は、鈴宮神官に手綱を差しだす。

「オラオラはとても賢かしこいネ。ヒトは食べないヨ」

「そ、そうですか」

　腰こしが引けながらも、お役目なので鈴宮神官は手綱を受け取る。

「社務所のすぐ外に繫つないでおきますので……」

「クァーッ！」

　耳のすぐ横で大きな声で鳴かれ、鈴宮神官は思わず、びくっと身体を震わせる。

「大丈夫、ヒトは食べないネ。嘴くちばしで突つついタリ、足で蹴けっタリするだけデス」

「そ、そうですか……」

　食べられるよりはましかもしれないが、どちらも相当痛そうだ。

　ガチガチに緊きん張ちようした鈴宮神官は、右手と右足を同時に出して歩きながら、社務所の外に駝鳥を連れて行った。




「偉えらいわね、鈴宮神官……」

　芙蓉薫子は面倒ごとを押しつけられる下したっ端ぱ神官である鈴宮神官に同情する。

　どんなに優秀で、実家が由ゆい緒しよ正しい神社でも、次の新人神官が採さい用ようされるまで、鈴宮神官の受じゆ難なんは続くことだろう。

「鈴宮神官の頭、まだ残ってるかな？」

「怖いことを言わないでください、蔵田センパイ……！」

　思わず想像してしまって、安藤奏かなでは震えあがる。




「で、コイツなんだけど」

　蒼司朗はポケットからヒヨコを出し、皆に見せる。




「ヒヨ！」

　蒼司朗の手の上で、いかにもヒヨコという声で鳴いた雛には、蛇の尾がついていた。




「うっわ、なんだこれ？　キモっ！」

　蒼司朗の隣に座った篠原勇輝は遠えん慮りよなく言い放って、まじまじとヒヨコを見つめる。

「ヒヨ！」

　どう眺ながめても、作りものっぽい継つぎ目は見えないし、ヒヨコの動きに合わせて、蛇の尾はにょろりと動く。

「すげー、本物だぞ」

「……いるんですね、こんなの」

　安藤奏は恐きよう々きようとヒヨコを見つめ、芙蓉薫子は首を傾かしげる。

「可愛いのは今だけなのかしら」

「動物の赤ん坊によくあるパターンだね」

　蔵田実親が言うように、赤ん坊は庇ひ護ご欲よくを刺し激げきする形になっている。成長後の鶏は、羽う毛もうの色も鳴き声も変わり、ヒヨコほど可愛くはない。




　望威から話は聞いていたが、目を丸くしてヒヨコを見つめる那智に、小此木神官長は尋たずねる。

「どうですか？　那智くん。バジリコックの雛でしょうか？」

「────大変酷こく似じしてイルナリ」

　那智は深々と息を吐はく。

「よもや、このようなモノが見られるトハ」

「さすが帝都ですねぇ」

　しみじみと入谷に感心されて、小此木神官長はちょっと困る。

「いえ、我々も初めてなので、びっくりなんですけど」

「このチビが、拾ってくるから……！」

「見つけたのはオレじゃないって！」




　ヒヨコがバジリコックだと断定しなかった那智に、芙蓉薫子は首を傾げる。

「似ているだけですの？」

「魔術ノ世界では、呪のろいは先にかけたほうが勝ツ。故ゆえにバジリコックも、自分の姿を見られるヨリ先に、相手を見テ毒の視線で殺ス。石の卵から孵かえったばかりノ雛ハ、誰だれかに姿を見られナイよう、急いで物もの陰かげニ隠かくれル。先に誰かに見られたナラ、死ヌ。小さナ雛デモ、まったく毒がナイわけではナイはず」




　蒼司朗のヒヨコはバジリコックの雛そのものの姿形だが、これがバジリコックならば、こんなふうに皆で眺められるはずがない。酷似した別物と考えるのが妥だ当とうだろう。




「バジリコックは、蛇の王ナリ。白い斑はん点てんのアル金色の羽毛に包まレ、頭ニハ王おう冠かんのようナ鶏冠とさかがアリ、足がアル。視線と吐と息いきデ猛もう毒どくを放ツ。土地の力ヲ奪い、砂地に変えル」




　那智に言われてもう一度、よーくヒヨコを確かめて、篠原勇輝はむっとする。

「……白い斑点、あるな」

「……うん」

　蒼司朗も今まで気づかなかったが、じっくり見るとぽわぽわした黄色い羽毛に白い斑点らしき濃のう淡たんがうっすらと見える。




「蒼司朗くんから伝え聞いたところによると、バジリコックは石の卵から生まれるそうですね。その石の卵は、自然にできるものなんですか？」

「否いな。雄おん鳥どりの産ミ落とス卵ナリ」

　小此木神官長に、那智は迷わず答えた。篠原勇輝は、眉を顰める。

「雄鳥は卵なんて産まねぇぞ」

「故に魔ま獣じゆうノ卵ナリ」

　凄すごんでいるように見える篠原勇輝に怯ひるむことなく、那智はきっぱりと言い返す。




　常識ではありえない生まれ方をするからこそ、魔獣なのだ。




「────砂の国のいくつかの町は、魔獣使いから買ったバジリコックの卵を持ちこまれ、滅ほろぼされかけたことがあるそうです」




　入谷の言葉に、蒼司朗たちは、ぎょっとする。

「バジリコックの卵は買えるんですか!?」

「バジリコックの卵を孵ふ化かさせるのは、ヒキガエルか蛇なんですが、それらがいない地ち域いきもあります。魔獣使いは、放置しても孵化するように改良した石の卵を売るそうです」

「帝都ニ持ちこまれタ石の卵を見せヨ」

「色石を使って調べマス」

　バジリコックが生まれる前の石の卵は、割ってもただの石にしか見えない。不思議の色石を使って調べなければ、バジリコックの卵かどうかわからない。




　小此木神官長は応接室の出入り口を気にする。

「封ふう印いんした小しよう殿でんから、新しん庄じよう神官が持ってきてくれるはずなんですけど……」

　望威の駝鳥を繫いで、応接室に戻ってくるはずの鈴宮神官もまだなので、皆の前にお茶も出ていない。

　様子を見に行ったほうがいいかと考えたとき。




「────小此木神官長っ！」




　新庄神官に肩かたを貸した鈴宮神官が、よろめきながら応接室に駆かけこんだ。

　ぎゅっと目を閉じ、額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべた新庄神官は、応接室の入り口を摑つかんで縋すがり、絞しぼりだすように報告する。




「小殿が砂と化し、封印していた石の卵が消えました……！」
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「新しん庄じよう神官！」

「大丈夫ですか!?」

　素す早ばやく長なが椅い子すから腰こしを上げ、篠しの原はら勇ゆう輝きと蔵くら田た実さね親ちかが駆かけ寄る。

「センパイは駄だ目めです！」

　ヒヨコを望ぼう威いに投げ渡し、同じく新庄神官に駆け寄ろうとした蒼そう司し朗ろうは、安あん藤どう奏かなでに腕うでを摑つかまれて引き止められた。振り向く蒼司朗を、芙ふ蓉よう薫かおる子こが厳きびしい目で見つめる。

「あなたは奥庭の四し神じん様を連つれているのよ」

（あ……）

「ミギャ？」

　蒼司朗と目を合わせ、チビ白びやつ虎こは首を傾かしげた。

「キュイキュイ」

「チュピッ」

「「（しゅー）」」

　どうして足を止めてしまったのだろうと、ピヨ四神は不思議がっている様子だ。




　有ゆう事じの際には飛びだしていくのが蒼司朗の常つねだったが、今は不ふ審しん者しやや蟲むしを相手にするわけではない。

　石の卵をしまって封ふう印いんした小しよう殿でんが、砂と化して崩くずれ去るなんて、どんなことが起こったのか、蒼司朗にはまったく想像もつかない。

　神官としての格が高く、豪ごう腕わん無む双そうで知られる帝都神社の新庄神官は、力も体力も人一倍だ。その新庄神官が、足腰の立たない状態で脂あぶら汗あせをかきながら、人に肩かたを借りてやってくるなんて、ただごとではない。




「すみません……！」

　赤くなった蒼司朗は、軽けい率そつな行動を恥はじる。

「ヒヨ！」

「ワ！」

　大声で鳴き、ぴょんと望威の手から下おりたヒヨコが、飛ぶような勢いで蒼司朗を追いかけた。足元で動かれては踏ふんでしまいそうなので、蒼司朗はヒヨコを拾いあげる。




「かたじけない……！」

　床ゆかに膝ひざをつこうとする新庄神官を、篠原勇輝と蔵田実親が支える。倍は体重が違うだろう新庄神官に肩を貸してここまで来た鈴すず宮みや神官は、篠原勇輝と蔵田実親に助けられ、ようやくその役目から解放されてへたりこんだ。

　篠原勇輝と蔵田実親は二人がかりで新庄神官を持ちあげ、一番近い位置にあった一人掛け椅子に座らせる。




「石の卵ヲ集メ置いたのカ!?」

　驚きよう愕がくした那な智ちは、思わず椅子から立ち上がった。

　蒼司朗は石の卵が帝都に持ちこまれていることまでは望威に話したが、大勢の神官でした作業────石の卵を捜そう索さくして帝都神社に集めたことまでは話していない。

　入いり谷やはそっと那智の腕を引き、再び椅子に座らせる。

「魔ま獣じゆう使いは客の希望に従った様々な調整をしますが、石の卵は個々に孵ふ化かの時期が決められていても、一定数以上を一カ所に集めると、早朝、一いち番ばん鶏どりが鳴いてしばらくしてから、一いつ斉せいに孵化するんです……！」

　昨夜のうちに入谷に知らせていたとしても、夕方まで捜索された石の卵は、すでに帝都神社に集められていて、遅かっただろう。




（怠だるい……）

（目眩めまいがする）

　一番状態が悪そうなのは新庄神官だが、新庄神官に触ふれた篠原勇輝と蔵田実親も、突然身体からだの不調を覚えていた。確かに筋きん肉にく質しつな新庄神官は見かけよりも重いが、それでもこんな短時間抱かかえあげただけで体力を削けずられてしまうほどのことはないはずだ。

（なんだ、これ……）

　篠原勇輝は、自分たちよりも長い時間新庄神官に肩を貸していた鈴宮神官に目をやる。

　戸口に座りこんでしまった鈴宮神官は、壁かべにもたれかかることで、どうにか身体を起こしている状態だ。顔色もとても悪い。




「孵化した、わけですか」

　小お此この木ぎ神官長は、むっと眉まゆを顰ひそめる。

「バジリコックは孵化する際に、周りにあるものの精せい気きを奪います。影えい響きよう力りよくは石の卵の数の二乗になりますし、帝都の建物は木や紙、土でできているようなので、すべて砂になることもあるでしょう」

　望威や入谷たちのいた砂の国では、建けん築ちく物ぶつは石でできていたので砂にならなかったが、石の卵を保管していた小殿は木造建築物だった。

「坊ぼつちゃま、あの方たちの手当てを」

「ウン」

　望威は『不思議の色石』を入れた宝石箱を取りだし、新庄神官のもとに向かう。




「もう少しダケ、我が慢まんデス」

　衣服にブラシでもかけるような手つきで、望威の持つ琥こ珀はく色いろの色石で精気を補ほ充じゆうしてもらった新庄神官の顔色は、みるみるうちによくなった。新庄神官の具ぐ合あいがよくなるのと反比例して、濃い琥珀色だった色石からは色が抜け、どんどん透とう明めいに近くなっていく。

　新庄神官は驚愕の目で、望威と不思議の色石を見つめる。

「その石は……」

「精気の石ネ。なくしたモノを足したら、楽になりマス」

　望威は新庄神官の近くにいた篠原勇輝と蔵田実親、そして鈴宮神官を、琥珀色の色石を使って手当てをする。




「社しや務む所しよに来る前に、小殿まで見に行けばよかったですね」

　集めた石の卵を入れて封ふう印いんした小殿は、一般客の入らない奥の院にあって、この社務所からはいくらか距離がある。

　昨日の夜から新庄神官と三名の神官は、小殿の警けい備びを行っていた。腕に覚えがあり、機き転てんの利きく優秀な神官ばかりだからと、小此木神官長は油断した。




「────社務所の近くに新庄神官がしゃがみこんでいらして、びっくりしました」

　望威に精気を補充してもらった鈴宮神官は、ほっと息を吐はいて報告する。しっかりした声を聞き、望威は不思議の色石を宝石箱にしまって長椅子に戻る。




　小此木神官長が蒼司朗たちを呼びだした時間の少し前に、三名の神官の立ち会いのもとで新庄神官は小殿の封印を解とき、石の卵を社務所に運ぶはずだった。他の神官よりも体力のあった新庄神官は、気を失いかけながらも意地と根性で社務所を目指し、鈴宮神官に発見された。




「あとの三名のことは、受付にいた神官にお願いしてきました」

「詳くわしくは確認できませんでしたが、三人とも干ひからびてはいなかったようなので、おそらく大丈夫ではないかと思います。式で知らせることができず、申し訳ありません」

　新庄神官は小此木神官長に詫わびる。式の鳥を飛ばすことができれば、もっと早く状じよう況きようを知らせることができたのだが、気を失わないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいで、とてもそれどころではなかった。




「石にならなかったのハ、幸さいわいナリ」

　小殿が砂となって崩れたとき、孵化したばかりのバジリコックの雛ひなは誰だれにも見られないよう、隠かくれ場所を探して一いち目もく散さんに逃にげた。孵化するやいなや砂に埋うもれて、雛が驚き慌あわてたので、新庄神官たちはあのとき、石化の力を持つ目で見られることなく、小殿と一緒に精気を奪われるだけですんだのだ。

「孵化シテ後のち、四時間」

「バジリコックは四時間ほどで成せい獣じゆうになります」

「ということは、あと一時間ぐらいですね。一匹でも捕つかまえられれば、気配を探さぐれるようになるんですが、逃げちゃってますよねぇ」

　魔獣というぐらいだから、神社のように清せい浄じような気に満ちた神しん聖せいな場所は、バジリコックにとってあまり居い心ごこ地ちがよさそうには思えない。逃げた雛は帝都神社のすぐ外にも隠れているだろうが、神官に捜索させるのは危険だと小此木神官長は判断する。




　観光客に石の卵を運はこばせた者には、帝都に対する明確な悪意があるが、帝都で孵化したバジリコックは悪意をもって行動するわけではない。身体に毒どくを持つ生き物は、たくさんいる。生まれでる命にはもともと善悪などないので、小此木神官長にもバジリコックの孵化は感知できなかった。

　人に危害を及およぼしても、異界の生き物で瘴しよう気きを纏まとう蟲とは、まったく違う。




「どうするんですか!?　こんなの……冗じよう談だんじゃないっスよ！」

　篠原勇輝は声を荒あららげる。

「ミギュ……」

　怖い声に怯おびえて、ピヨ四神とヒヨコは頭を引っこめた。

「勇輝くん、落ち着きなさい」

　奥庭の四神様を怯えさせるのは、よろしくない。小此木神官長にたしなめられ、篠原勇輝は唇くちびるを嚙かんで横を向く。




　四神の戦士や蒼司朗の連れているピヨ四神にも、バジリコックという危険な魔獣の存在は感知できなかった。

　しかし、このまま放置すれば、帝都が大変なことになる。




　ピヨ四神とヒヨコを順番に撫なでながら宥なだめ、蒼司朗は那智に尋たずねる。

「魔獣使いの売っている卵って、誰でも買えるんですか？」

「仲ちゆう買かいと繫つながれば、可ナリ」

「それなりの対価は必要ですが、買えますよ。卵なら、危険もありません」

　入谷の言うとおり、帝都では観光客が石の卵を持ちこんでいた。孵化までのカウントダウンはあるが、扱あつかいの難しい危険なものではない。

「一般的な肥ひ料りようと同じですね」

「何言ってるんですか？」

　わけがわからないと安藤奏は蒼司朗を睨にらむ。

「いや、誰にでも使えるものなんだとしたら、使う側にも危険はないってことなのかなと思ってさ」

　庭師見習いである蒼司朗にとっては、日常的に使っているものに置き換えるのが、わかりやすい。

「望威の国を狙ねらう連中は、宝石目当てだろ？　バジリコックで住人をどうにかできても、宝石を盗ぬすみに行く自分が危ない目に遭あったら意味ないじゃん」




　宝石はもともと石だから、バジリコックの孵化に巻きこまれたとしても、それ以上石化しない。無機物には精気もないので、奪われるものはなく、砂にならない。その町の住人を弱らせたり石化したりして盗みを働くつもりなら、仕掛けた犯人はバジリコックに害されてはならない。




　うふっと笑った小此木神官長は、駄だ目めもとで聞いてみる。

「バジリコックに弱点とか、ありません？」

「小此木様……」

　緊きん迫ぱく感かんのない小此木神官長に、芙蓉薫子は肩からがっくり力が抜けた。




「ありマスよ」

「雄おん鳥どりナリ」

「バジリコックは鶏にわとりの雄鳥の鳴き声を聞くと、死んでしまいます」

　難なく望威たちが答えた。




　砂の国の都市のいくつかが、滅ほろぼされかけたことがあると言っていた。被害はあっただろうが、完全に滅ぼされてはいない。




「鈴宮神官、帝都大学の養よう鶏けい試験場に雄鳥の手配を！」

「はいっ！」

　鈴宮神官は小此木神官長に命めいじられ、応接室を走りでる。




「あとは、夜デス」

　鶏が変化した魔獣なので、バジリコックは夜行性ではない。夜になると行動が鈍にぶくなる。

「目の見えぬ時ならバ、見つめられヌ」

「捕まえるのは、夜がいいでしょう」

　バジリコックを送りこんだ者は、夜まで待てば魔獣を恐おそれることなく盗みを働ける。夜明けに雄鳥が鳴けばバジリコックは死んでしまうので、よそに被害を広げることもない。




　お買い物途中の主しゆ婦ふのように人指し指を頰ほおの下に当て、ふむと小此木神官長は考える。

「ということは、被害が出る可能性があるのは、これから夕方までですね」

　成獣になるまでの一時間以内に、すべてのバジリコックを見つけられれば被害は出ないだろうが、それができるとは思えない。




「────坊ちゃま」

「ウン」

　望威は小此木神官長に、にこりと微笑ほほえむ。




「不思議の色石を使って、ボクが帝都を『夜』にしマス」




　軽い口調で言われ、蒼司朗たちはぎょっとする。

「帝都を夜に、って……！」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピチュ」

「「（しゅー）」」

「ヒヨ！」

「おい、コラ……！」

　驚く蒼司朗と同じようにピヨ四神とヒヨコが（わけはわかっていない）動転し、篠原勇輝は望威を睨む。

　蔵田実親たちは啞あ然ぜんとして声も出ないが、いい加減なことを言うなと食くってかかろうとする篠原勇輝を、小此木神官長は手を出して制する。

「できますか？」

「ハイ」

　口調が軽くて真剣みに欠かけるが、望威は素すでこんな感じだ。

「ボクはコノ帝都に、石ヲ探しに来まシタ。帝都が大変なコトになるのは、困りマス」

　帝都に協力するのは、自分たちのためでもある。親切で動くわけではない。




　小此木神官長は微笑む。

「利害の一いつ致ちは、大切ですね」

　知り合ってまだ二ふた月つきほどの異国の者たちだが、目的がはっきりしているので信用できる。

　雄鳥を鳴かせれば、バジリコックは退治できるが、手を変えてまた同じようなことが起こる可能性がある。できればバジリコックを捕まえて、いろいろと調べておきたい。

（あんな石を使えない我々には、帝都を『夜』にするなんて、とんでもないことはできないでしょうし）




「では、これからすぐに、坊ちゃまと店に戻って支し度たくします。そうですね────」

「三十分ナリ」

　思案する入谷を助け、那智はきっぱり言いきり、望威は皆みなに説明する。

「石の力デ、コレから強引に夜ニして、帝都の人ヲ家に帰しマス。石のつくる、幻まぼろしの時間ネ。外カラ帝都ニ入ってくるコトもできまセン」

　集団催さい眠みんのようなものかと、蒼司朗たちは理解する。帝都をその影響下に置くのだから、規き模ぼが大きい。

「夜ハ休きゆう息そくの時間デスから、石に服ヲ覚えさせタ人ダケが、普通に外デ動けマス」

「闇やみニ近しイ黒イ衣類が良イ」

「神官の方々の、その白い服は、夜との相あい性しようがよくありません。夜の加か護ごを受けるには、夜の色がいいのです」




「わかりました、着替えましょう。蒼司朗くんには……」

「青せい龍りゆう神社の衣い装しようを着ていただきます！」

　すかさず声をあげた安藤奏に、小此木神官長は頷うなずく。

「では、それでお願いします」




　奥庭のお庭番に就しゆう任にんした蒼司朗の神官装しよう束ぞくは、小こ柄がらな体格に合わせた特別誂あつらえで、これからすぐに違う色で支度できるものではない。だが四神の戦士となるために、十代の少年時代から一人前の神官として活動する者が代々いる帝都の四神神社にだけは、子供用に誂えた、きちんとした神官装束が様々な色で用意されている。

　四神の戦士の後こう継けい者しやのために作った、生地と仕立てのいい神官装束は、奥庭のお庭番が着るのに不足はない。




「蒼司朗くん、奏くんのところで着替えてください」

「はい。ありがとう、安藤」

　蒼司朗に礼を言われて、つんと安藤奏は顎あごを上げる。

「べつに、あなたのためなんかじゃありません！　奥庭の四神様のためなんですからね！」

　強く言い張る安藤奏に、くすっと芙蓉薫子は笑い、蔵田実親は肩を竦すくめる。篠原勇輝はそっぽを向いた。




「このあとすぐに、望威くんのお店に、神官と忍にん者じやの服を運ばせます」

　小此木神官長はわかりやすいよう、簡単な言葉で望威に伝える。

「その服を石に覚えさせてくださいね」

「ハイ」

「戻っテ、夜明けノ時間ヲ調べン」

「ええ、バジリコックが成獣になる少し前に『夜』にして、動きを止めましょう……！」




『夜』になったら、行動開始だ。

　望威たちは帝都を『夜』にするために急いで店に向かい、帝都神社と四神神社の神官は、それぞれの神社で魔獣退治の準備をする。




「まさか、こんなふうに帝都とかかわるとは思ってもいませんでした」

　宝ほう飾しよく品ひん店てんを閉店したまま、ディスプレイに見せかけた仕掛けを『夜』を呼ぶ形に組み換えた入谷は、持てるだけの不思議の色石を、よくも帝都に持ちこんだものだと思う。

「占いデ、ボクたちの求める石ハ帝都にアリと出ましタ。石を使うコトには、きっと意味がありマス」

　望威は届けてもらった衣類で不思議の色石を一度包み、衣類を覚えさせてから、慎しん重ちように色石を仕掛けに嵌はめこむ。

「ナチ、これでイイ？」

「良イ」

「帝都に『夜』ノご加護がありマスようニ」

　祈りの印いんを胸むねの前で切り、望威は帝都に『夜』を呼ぶ。




「────皆かい既き日食と似ていますね」

　建物の外に出ていた小此木神官長は、瞬またたく間に暗くなっていく周囲を見て、月の落とす影に入りこんでしまったようだと思った。ただひとつ違うのは、これは影ではなく『夜』だということだ。あるはずの太陽も、星も見えない。

（いえ、『蟲むし呼よびの夜』ですか）




　早送りか巻まき戻しでもされるように、朝を迎むかえて一日の行動を開始したばかりの帝都の人々は、闇に追われるように速すみやかに家に戻っていく。路線バスも車庫に戻り、店は閉じられる。駅は閉へい鎖さされ、帝都の外から来た列車は、駅の存在しない場所であるかのように帝都を通り越して次の場所に行く。




「バジリコックの捜索を始めましょう」

　小此木神官長の命に合わせ、漆しつ黒こくの忍しのび装束に身を包んだ公こう儀ぎ隠おん密みつは、知らせの花火を打ちあげた。




　鳥の属ぞく性せいを持つ魔獣にとって、夜は活動を停てい止しする時間だ。

「集めた石の卵の数だけ、バジリコックを見つけられればいいんですけど」

　五人一組で『夜』の帝都城下に出て、溜ため息をつく安藤奏に、蒼司朗は笑う。

「逃げた数がわかっているだけ、探しやすいよな」

「……気楽ですね、センパイは」

「やる前から、あれこれ考えてても疲れるだけだろ」




「ピ！」




　蒼司朗の頭の上に乗ったチビ朱す雀ざくが、風かざ見み鶏どりのように手て羽ばを上げた。

（あっち？）

　蒼司朗は枝えだ打うち斧おのを握にぎって、油断なく身構える。

「ミギャギャ」

「キュウキュウ」

「「（しゅー）」」

「ヒヨ！」




　安藤奏はチビ朱雀と同じ方向に、引っかかるものを感じる。

「坂さか口ぐち神官！　そちらに何かいます！」

　何か、というのは、今回の場合、バジリコックに違いない。




「はい！」

　坂口神官は、棍こんを構えて気配を探る。

（前回の『蟲呼びの夜』から、まだそれほど経たっていないし）

　巨大化するにはそれなりに日にちが必要なので、蟲であってもたいした大きさではないはずだ。




　路線バスのバス停てい────、ベンチの陰かげに何かがいる。




　魔獣であれ、鶏大のモノに全力で挑いどんでは、潰つぶしてしまいそうだ。そうして毒を飛び散らせたなら、厄やつ介かいなことになる。

　坂口神官は力を加減して、ベンチの陰に棍を突き入れる。

「やぁ！」




「グギイィッ！」




　勢いよく飛びだしてきた大型犬ほどの大きさの蟲が、坂口神官に襲おそいかかった。
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「そんな!?」

　あり得ない大きさの蟲むしだ。目を瞠みはる安あん藤どう奏かなでの前に、身の丈たけほどの大型のくの字手しゆ裏り剣けんを持った深ふか沢ざわ神官が出る。

「御ご免めん！」

　くの字手裏剣が打たれたと同時に、蟲を見上げたまま動けない坂さか口ぐち神官に向かって蒼そう司し朗ろうは枝えだ打うち斧おのの柄えを伸ばし、後ろ襟えりにかけて引いた。背後に倒れこむ坂口神官の頭上を、くの字手裏剣が唸うなり飛び、蟲に激げき突とつする。




「ギァッ！」




　くの字手裏剣を食くらった蟲は、バス通りに向かって、どうと倒れた。

　棒ぼうのように全身を硬こう直ちよくさせたまま、声もなく倒れる坂口神官に、蒼司朗は驚く。

「坂口神官！」

　いくら歩道でも、後頭部から倒れこんではいけない。慌あわてる蒼司朗より早く、細身で駿しゆん足そくの川かわ田た神官が、危あやういところで坂口神官を受け止めた。




　蟲を攻こう撃げきしたくの字手裏剣が、深沢神官のもとに戻る。

「ピ！」

　頭の近くを通りすぎるくの字手裏剣に、チビ朱す雀ざくが鋭するどい声で鳴き、蒼司朗の髪かみの間に身を隠かくした。蒼司朗は深沢神官に叫さけぶ。

「取らないで！」

　蒼司朗の叫びを聞いた深沢神官は、戻ってきたくの字手裏剣を避よけて横に動く。くの字手裏剣が真横を掠かすめ飛んだ直後、深沢神官はがくりと膝ひざをついた。

　深沢神官の真横を飛びすぎたくの字手裏剣は、安藤奏のすぐ近くの歩道に突き刺ささる。

（毒どく!?）

　危険を感じた安藤奏は、素す早ばやくその場を飛び退のき、くの字手裏剣から距離を取る。




　川田神官は、受け止めた坂口神官の硬かたい感かん触しよくに、ぎょっと目を剝むく。

「なんだ!?　これは」

　坂口神官は石になっていた。




「深沢神官！」

「申し訳ありません、奏坊ぼつちゃま……」

　真まっ青さおな顔で絞しぼりだすように言った深沢神官は、姿勢を保たもてず横倒しになった。




「ミギャギャギャ！」

「退ひくぞ、安藤！　川田神官も！」

　蒼司朗は安藤奏の腕うでを摑つかみ、塀へいの陰かげに逃にげこむ。川田神官は一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、奥庭の四し神じん様を連つれている蒼司朗の言うとおりにしたほうがいいと判断した。石化してしまった坂口神官には悪いが────。

　蒼司朗と安藤奏を追うため、急いで腰こしを上げようとした川田神官は、動けなかった。

（石化が……！）

　坂口神官に触ふれていた部分から、石化が始まっている。

「奏坊ちゃま！　蒼司朗様！　石になった人に触れてはいけま────！」

　振り向いて警けい告こくした川田神官は、その姿のまま石化した。




「そんな……！」

　目の前で石化してしまった川田神官に、安藤奏は目を瞠る。こんなことは、見たことも聞いたこともない。

「キュイキュオ！」

「他の神官と合流しよう！　安藤！　おい！」

　ここにいてはいけないとピヨ四神に急せかされ、蒼司朗は呼びかけるが、川田神官と坂口神官に注目してしまった安藤奏の反応は鈍にぶい。

（くそ！）

　辛つらい修行や努力は数多く行ってきたが、由ゆい緒しよある神社の嫡ちやく男なんである安藤奏は、本当の逆ぎやつ境きように遭そう遇ぐうした経験はない。

「来い！」

　蒼司朗は安藤奏の手を摑み、引きずるような勢いでそこから離れる。

（小お此この木ぎ神官長が皆みなを集めるとしたら、きっと帝都大通りだ……！）

　蟲と戦うには、見通しの利きく広い場所がいい。




　孵ふ化かしたバジリコックの雛ひなは、成せい獣じゆうになるまで物陰に身を潜ひそめようとして、帝都の闇やみに巣くう蟲に取りこまれてしまった。結果、蟲はバジリコックの石化の力と猛もう毒どくを得て、バジリコックは行動停てい止しとなるはずの夜の時間を克こく服ふくした。




　バジリコックが蟲の特性を帯おびたなら、苦労して探さなくとも、集める方法はある。




（見つかりにくくて、蟲が隠れていないようなところ────）

「「（しゅー）」」

　足音と気配を殺し、安藤奏の手を引いた蒼司朗は、ピヨ四神に教えられながら、慎しん重ちように場所を選んで進む。

「蒼司朗様、奏様……！」

　黒くろ装しよう束ぞくの青年が、すっと真横に並んだ。呼びかけられ、頭からふわりと黒い布をかけられて、蒼司朗はほっとする。公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生の柳やぎ生ゆう蘭らん丸まるだ。

「先せん導どういたします。どうぞ、こちらへ」

「はい」

　黒い布で身を隠しながら、蒼司朗は安藤奏を連れて柳生蘭丸についていく。




　蒼司朗の考えたとおり、小此木神官長は帝都城公園に近い帝都大通りのど真ん中に、ドーム形の陣じんを構えていた。

　その一いつ帯たいは淡あわく輝かがやく雪と氷で覆おおわれていて、ここだけまるで北の地方の祭りのようだ。ドームの周りには六角柱の形をした氷のオベリスクが無む造ぞう作さに何十本も突きでていて、虹にじ色いろの光をあちこちで放ち、なんとも華はなやいでいる。




「ミギャギャ！」

「キュイキュイ」

「チュッピピピー」

「「（しゅー）」」

「ヒヨ！」

「いや、楽しいところじゃないから」

　珍めずらしいものを見て興こう奮ふんするピヨ四神とヒヨコに、蒼司朗はどうしようという気持ちになる。

（あれ、雪だるま型にする意味、あるのか？）

　上に小さいのが乗っている鎌かま倉くらドームは、蒼司朗には妙みように愛あい嬌きようがあるように見えた。




「やぁ、無事でしたね、蒼司朗くん、奏くん」

　氷でできた大きなドームの中で篝かがり火びを焚たき、動ける神官が集まるのを待っていた小此木神官長は、柳生蘭丸が連れてきた二人の姿を確かめて微笑ほほえむ。役目を終えた柳生蘭丸は、会え釈しやくして姿を消す。安全な場所まで来たし、人目が気になったので、蒼司朗は摑んでいた安藤奏の手を放す。




（中からは透とう明めいなんだ）

　ドームに入った蒼司朗は、外からは白っぽく不透明だったドームが、とても見通しのいいものだとわかって驚いた。これなら、どの方向から蟲が襲おそってきても、よく見える。




「一緒に行動していた青せい龍りゆう神社の坂口神官と川田神官、深沢神官がやられました……！」

　顔を伏せ、やりきれないという様子で報告した安藤奏に、小此木神官長は微笑む。

「うん、どこもそんな感じですね。やられてから、わかる。今回は仕方ないでしょう」

　石化と猛毒。バジリコックの捕ほ獲かくに向かった神官は、まさかと思っていた方法で蟲と融ゆう合ごうを果はたしたバジリコックに、不ふ覚かくをとった。




「奥庭の四神様と二人が無事で何よりです」

「ミギャギャ」

「キュオ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

「ヒヨ！」

「ちっせぇから、見えにくいんだよ。よかったなー、小さくて」




　ドームに入る前に四神変化していたらしい篠しの原はら勇ゆう輝きは、白びやつ虎この戦士の格かつ好こうをしていた。こんな奇天烈きてれつなことになっていると小此木神官長に報告し、後の指示を帝都城下に散った神官に伝令するには、四神の戦士の誰だれより速く移動できる白虎の戦士となったほうがいい。




「篠原、うるさい」

　蒼司朗は被っていた布を取り、金色のキラキラをピヨ四神に向かって飛ばした篠原勇輝と、早さつ速そくいがみあう。




　いつもと同じ蒼司朗と篠原勇輝の姿に、石化してしまった神官や毒で倒れた神官を、どう処しよ置ちしていいのだろうかと、内心途と方ほうに暮くれていた神官たちは、ちょっとほっとした。蒼司朗にくっついているピヨ四神は、相変わらず可愛かわいらしくて、思わず頰ほおが緩ゆるむ。




「奏坊ちゃま！　お怪け我がはございませんか!?」

「ご無ぶ事じでよかった……！」

「はい、大丈夫です。ご心配をおかけしました」

　駆かけ寄ってきた青龍神社の神官に囲かこまれて、状況に圧倒されるばかりだった安藤奏は、ようやくいつもの表情になる。




　ピヨ四神はふわふわと飛んできた光を、ぱっくんと機き嫌げんよく食べる。一羽だけキラキラをもらえず、わけのわからないヒヨコは、ぱちぱちと瞬まばたきをした。

「ヒヨ！」

「あん？　オメーもいるのかよ。生意気な」

　舌した打うちして面倒くさそうにしながらも、篠原勇輝はヒヨコにも清せい浄じような気の塊かたまりである金色のキラキラを飛ばした。

「ヒヨ！」

　嘴くちばしの前に飛んできたキラキラを、ヒヨコはピヨ四神と同じように、ぱくんと食べた。




「あら？　羽う毛もうの色いろ艶つやがよくなったのではなくて？」

　キラキラを食べた瞬間、羽毛がふわっとなったように見えて、朱雀の戦士の格好をした芙蓉薫子は首を傾かしげる。

　ドームの床に触ふれないよう宙に浮き、燃やすものもないのに燃えて、雪と氷こおり漬づけになった一帯を淡く輝かせている光こう源げんとなっている篝火は、朱雀の戦士の火だ。

「あれって普通の生き物にも効果のあるものだったかな？　いや、蒼司朗クンのヒヨコは蛇へびっぽい尻しつ尾ぽがあるから、普通じゃなかったか。いやいや、失しつ敬けい」

「このドームを作ったの、蔵くら田た先輩ですね」

「小此木神官長の依頼でね。初めて作ったにしては、なかなかの出来だろう？」

　玄げん武ぶの戦士の格好をした蔵田実親は、微笑んで片目を瞑つむってみせる。




　玄武の戦士は冬と水、山や丘に対応する。季節などガン無視して、雪と氷で覆おおった帝都大通りの中央に氷のドームを作るなど、簡単なことだ。




（さすが、蒼司朗くん）

　小此木神官長は、ふっと笑う。

　痛いほどぴりぴりと張り詰めていたドームの中の空気が、奥庭の四神様を連れた蒼司朗が到とう着ちやくしたことで一気に和なごんだ。




「────以上で、帝都城下に出られた神官は全員、集合を終えたかと思います」

　影のように音もなく近づいた公儀隠密が、小此木神官長の横で腰を落として報告した。

「ありがとうございます」

　小此木神官長に目礼され、すっと公儀隠密は姿を消す。

（残ったのは四神の戦士と蒼司朗くん、そして百名ほどですか）

　石化と毒を免まぬがれて無事にこのドームまで辿たどり着いたのは、蒼司朗にとって見覚えのある、実力者揃ぞろいの優秀な神官ばかりだ。




「鈴すず宮みや神官」

　懐ふところから取りだした鈴を、小此木神官長は鈴宮神官に投げ渡す。ふわりと飛んだ鈴は、小さな音を立てて鈴宮神官に受け止められた。

　ドームの中央に立った小此木神官長は、集まった神官たちに厳おごそかに命めいじる。

「祝詞のりとを！」




　シャン、シャン……と鈴宮神官の鳴らす鈴に合わせ、神官は祝詞をあげる。

「────天てん清しよう浄じよう　地ち清しよう浄じよう　内ない外げ清しよう浄じよう　六ろつ根こん清しよう浄じようと　祓はらい給たまふ……」

　深呼吸して気持ちを落ちつけ、蒼司朗も他の神官と同じように祝詞をあげる。




　厳かな祝詞の声がドームの中に響ひびき渡ったのと同時に、すうっと身体からだが軽くなるのを、蒼司朗は感じた。

（……空気が浄じよう化かされた）

「（ミギャ）」

　はっきりと口に出す者はいなかったが、神官一人一人が胸むねに抱いだいた恐おそれや不安が、ドームの中で淀よどみとなっていたのに違いない。




「祝詞をあげたまま、聞いてください」

　そう命じられたので、神官たちは祝詞をあげたまま、小此木神官長の声に耳を澄すます。




「天清浄とは　天の七しち曜よう九く曜よう　二に十じゆう八はつ宿しゆくを清め……」




「これより、若様の形かた代しろを使って、蟲をこのドームの外に誘おびき寄せます」

　小此木神官長は手のひらの上に、懐から取りだした人型の紙を乗せる。




　若様には蟲を引き寄せてしまう性質がある。バジリコックと融合してしまった蟲もまた、若様の清い気に惹ひかれ、誘ゆう蛾が灯とうに群むらがる羽虫のように集まってしまうことだろう。




　淡く輝いた形代は、小此木神官長の手からふわりと浮き上がり、どんどん上に上がっていき────、外からは雪だるまの顔のように見えた部分の内側を抉えぐった、一段上のところまで浮き上がって止まった。




「私の足元を中心点にして、このドーム内に半球形の防ぼう御ぎよ結けつ界かいを！」

　神官はドームの内側を守る結界を形成する。




（そうか、あの出っ張りは、若様の形代を置く場所だったんだ）

　あそこは神官の身を守る防御結界の外となる場所だったのだと、蒼司朗は理解する。

　ドームの中心に立つ小此木神官長の足元を中心点に、半球を描えがくように結界を作ったなら、ドームの上の出っ張り部分は結界の外に出てしまう。蟲を効こう率りつよく誘き寄せるには、形代は結界の外に出さなくてはならない。




「地清浄とは　地の神三さん十じゆう六ろく神じんを　清め　内外清浄とは　家か内ない三さん寳ぽう大だい荒こう神じんを　清め……」




「四神の戦士の皆さんは、『蟲むし呼よびの夜』と同じように、蟲退治を。蟲が寄ってきたら、神官は外にもうひとつ結界を作って、集めた蟲を逃がさないようにしてください」

　いつもの『蟲呼びの夜』で、若様の乗る牛ぎつ車しやが今日はこのドーム、そして外の雪と氷に覆われた部分が蟲を閉じこめる空間になる。蛇は恒こう温おん動物なので、寒さが苦手だ。この一帯に誘いこめれば、確実に反応速度は遅くなるだろう。




「六根清浄とは　其その身み其その體たいの穢けがれを　祓給い　清め給ふ事の由よしを　八や百お万よろずの神かみ等たち　四の聖せい獣じゆう　諸もろ共ともに　小さ男お鹿しかの　八やつの御おん耳みみを　振立て聞きこし食めせと申す……」




「ギイッ……！」

「────キシャー……！」

「グガァ！」




　遠くから集まってくる蟲の声に、蒼司朗の背筋がぞっと凍こおる。

（まだだ）

　バジリコックを取りこんだ蟲は、まだ数が多い。ドームに近づくにつれて、蟲は互たがいに争いあい、融合して数を減へらす。より大きな一個体となる。

　一度融合した蟲は、分ぶん裂れつして数を増やすことはない。巨大化しても、数が減ったほうが取り逃がしがなく、蟲を確実に仕留められる。

（もう少し────！）




「四神の戦士の皆さんは、蟲を仕留めるためにドームの外に出ても、絶対に蟲に自分の姿を見られてはいけません。毒を避けるため、蟲に触れないように攻撃してください」

　たとえ四神の戦士であっても、バジリコックの攻撃力を得た蟲と、直接対たい峙じするのは危険だ。




（そうか、あの氷のオベリスクは、身を隠しながら蟲と戦うためのものだ！）

「（ミギャミギャ）」

「（キュオキュオ）」

「（ピピッチュ）」

「「（しゅー）」」

「（ヒヨ）」

　意味がわかったと蒼司朗が歓かん喜きしたのを感じ取り、くっついていたピヨ四神とヒヨコも、嬉うれしそうにはしゃぐ。




　ドームの周囲で一見無む秩ちつ序じよに、華やかな装そう飾しよく物ぶつのように何本も突き立っていた氷ひよう柱ちゆうは、目隠しと攪かく乱らんのために必要なものだった。玄武の戦士が作った氷柱は、その陰に身を潜めている四神の戦士たちの姿を、万まん華げ鏡きようのようにあちこちに映しだし、蟲の目を欺あざむくだろう。




　若様の形代で誘き寄せた蟲の気配は、すべて氷雪の上にある。

「もうひとつの結界を！」




「────天清浄　地清浄　内外清浄　六根清浄と　祓給ふ……」

　祝詞をあげながら、神官たちは蟲たちを逃がさないためのもうひとつの結界を作る。




「グガァオ！」

「ギイイイィッ！」




　蟲の数が減るのはいいことだが、あまり巨大化しすぎると、倒しにくくなる。

（あと六匹……、ここらが潮しお時どきか）

「小此木様！」

　声をあげた篠原勇輝に、小此木神官長は頷うなずき、玉たま串ぐしを持つ手をあげる。

「奏くん、外に出ると同時に、四神変化です！　お行きなさい、四神の戦士たち！」

「はいっ！」




　多た節せつ鞭べんで猛もう吹ふ雪ぶきを起こして、蟲たちを攪乱する玄武の戦士・蔵田実親に続いて、白虎の戦士・篠原勇輝、朱雀の戦士・芙蓉薫子がドームの外に出、安藤奏が四神変化を行う。

「青龍、招しよう来らい！」

　目立つはずの四神変化も、猛吹雪で隠されれば、蟲には見えない。




　蒼司朗と神官は、祝詞で加か護ごを送り、四神の戦士を応おう援えんする。

「ミギャギャギャー！」

「キュイキュイキュオ！」

「チュッピピ、ピピチュン！」

「「（しゅーしゅー）」」

「ヒヨヒヨヒヨ！」

　その場のノリを逃がさず、ピヨ四神とヒヨコも四神の戦士に声援を送る。




　先手必勝と、四神の戦士は猛もう攻こうを開始する。




「玄武凄せい流りゆう、酷こく死し霧む葬そう！」

　荒れ狂う猛吹雪の中、玄武の戦士の放つ渦うず巻まく霧きりが蟲に襲いかかった。細こまかな粒りゆう子しとなった水は蟲の身体からだにあるあらゆる隙すき間まから侵しん入にゆうし、瞬またたく間に凍いてつく。

「ギィッ……！」

　何が起こったのか、理解する間もなく、蟲は微み塵じんに破は裂れつした。




「紅こう翼よく炎えん技ぎ、獄ごく烙らく浄じよう土ど！」

（内側から焼き尽くしてあげる！）

　舞まうように優ゆう雅がに羽は根ね扇おうぎを振り動かした芙蓉薫子は、渦巻く紅ぐ蓮れんの炎を蟲の口の奥めがけてぶちこむ。細さい胞ぼうの隙間から炎を噴ふきだした蟲は、燃え盛さかる炎の柱と化し、崩くずれ落ちた。




「白虎刻こつ抉けつ、毒どつ禍か爪そう爛らん！」

　毒をもって毒を制す。白虎の戦士の鋭く大きな鉤かぎ爪づめは、斬きりつけた蟲の身体に、猛毒を送りこむ。性質の反する猛毒は、凄すさまじい反応を起こし、蟲の体液を一気に沸ふつ騰とうさせた。爆ばく発はつ物ぶつそのものであったかのように、蟲は轟ごう音おんとともに砕くだけ散る。




「青龍大たい斬ざん、疾しつ十じつ剛ごう剣けん！」

　振り動かされた青龍の戦士の巨大な青龍刀は、十の刃やいばの幻まぼろしとなって奔はしり、蟲をずたずたに斬り裂さき、剣圧で吹き飛ばす。




　蟲は、あと二匹────！




　今度は二人で一匹ずつ倒せば……。

（え？）

　覚えのある目め眩まいと脱力感に、蔵田実親と篠原勇輝はぐらりと姿勢を崩す。

（何？　これ……）

（気持ち悪い……）

　悪お寒かんと吐き気に襲われた芙蓉薫子と安藤奏も、よろめいて氷柱に縋すがり、蟲から身を隠す。

　そして四人は、まだ感覚があるはずの場所、腕うでや脇腹が石化していくのに気づき、目を瞠った。

　石化には苦痛も違い和わ感かんもない。症しよう状じようは密ひそやかに、しかし確実に進行する────。




　四神の戦士の不調と、その身に起こった変化は、ドームの中で祝詞をあげていた神官たちにもわかった。




「どうして、あんなことに……!?」

　四神の戦士は、神の力を行使する者たちだ。彼らが何かに蝕むしばまれるようなことなど、絶対にあってはならない────！
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　驚きよう愕がくする神官たちに、小お此この木ぎ神官長は声をあげる。

「祝詞のりとを続けて！　加か護ごの力が弱まります！」

　厳きびしい声を聞き、動どう揺ようしていた神官は、慌あわてて祝詞を続ける。




（あの状態で、四し神じん究極奥おう義ぎの発動は……）

　分ぶ厚あつい氷の壁の向こうでよろめく四神の戦士を見て、小此木神官長は眉まゆを顰ひそめる。

　石化の力と猛もう毒どくは、慎しん重ちように避よけたつもりでも、避けきれなかったようだ。

　四神究極奥義で一気に蟲むしを片づけられれば終わりなのだが、とてもそれができそうな状態ではない。




「新しん庄じよう神官、これ、お願いします！」

　警けい護ごのため、出入り口に一番近い場所で立っていた新庄神官に、蒼そう司し朗ろうは潰つぶさないよう力を加減して摑つかみだしたヒヨコを、強引に押しつけた。

「ヒヨ！　ヒヨヒヨ！」

「蒼司朗様!?」

　蒼司朗のあとを追おうとして手のひらから落っこちそうになるヒヨコを、新庄神官は慌あわてて止める。偶ぐう然ぜんにも新庄神官は、くぼめた手のひらにヒヨコを乗せて、もう一方の手で蓋ふたをしたような形を作ったので、真まっ暗くらな狭せまい場所に入ったヒヨコは目をしょぼしょぼさせてから瞑つむり、おとなしくなる。




「蒼司朗くん！」

　小こ柄がらな姿は神官たちに埋うもれていたが、素す早ばやく移動する枝えだ打うち斧おのの先が神官の頭より高い位置に見えた小此木神官長は、外に出て行こうとする蒼司朗に気づく。

「戻りなさい！」

　まだ一人前の神官にもなっていない少年が、奥庭の四神様を連れて出ていい場所ではない。




「今行かなくちゃ駄だ目めなんです！」

　振り向いた蒼司朗は、強い調子で断言する。

　たとえきちんとした一人前の天の戦士であっても、バジリコックと融ゆう合ごうした巨大な蟲二匹に一人で挑いどむのは、無む謀ぼうかもしれない。だが、いつなら挑んでもいいというのだろう。きっとあとになればなるほど、状じよう況きようはどんどん不利になる。




（それでも大人おとなが、君のような子供に、『行け』なんて命めいじられるわけないでしょう）

　帝都を守る四神の加護を受ける四神の戦士が、あのような状態になっているのに。

（神も『死ぬ』んですよ）

　それは絶望に繫つながる言葉だとわかるから、小此木神官長は声に出せない。




　蒼司朗は紐ひもを解とき、枝打ち斧の刃やいばにかけていた袋を取り去る。

「お庭番、望月蒼司朗────、参る！」

　ひとつ呼吸を整ととのえてから、脱だつ兎とのごとき勢いで駆かけだした少年の背中へと伸ばした新庄神官の手は、あと少しというところで虹にじ色いろの光に阻はばまれ、押し戻されて空を搔かいた。




　小此木神官長は玉たま串ぐしを握にぎる手を震ふるわせ、神官に命じる。

「祝詞を！」

　ドームの中にいる神官たちにできるのは、それしかない。




　圧を持つ虹色の光は、その近くにあった氷ひよう柱ちゆうを粉ふん砕さいし、凶きよう悪あくなまでの勢いで周囲に広がってゆく。

　呪のろわしい石化の視線の力を有する蟲たちは、炸さく裂れつした虹色の光に鉄てつ骨こつで殴なぐりつけられるかのような衝しよう撃げきをくらい、堪たまらず吹っ飛び、転ころがった。醜しゆう悪あくなる巨体に薙なぎ倒され、砕くだけた氷柱が、さらなる虹色の光を撒まいて散る。




　虹色の光に包まれ、その強きよう烈れつな圧の中で、蒼司朗の意識は朦もう朧ろうとなる。

（苦しいのは、何かを手に入れるからだ……）

　楽な思いをして、手に入れられるものなんて、きっとない。本当に欲しいもの、価値のあるものを手に入れるには、それ相応の苦しみに耐えなければならないのだ。

　虹色の光は卵となって蒼司朗を包みこみ、そうして蒼司朗は、奥庭の四神と、ひとつになる────。




　虹色の光の卵から現れるのは、奥庭の四神の加護を示す鎧よろいを纏まとった蒼司朗だ。

　静かに目を開いた蒼司朗は、愛用の枝打ち斧から変化した立派な戦いくさ斧おのを握り、真しん紅くの翼つばさを広げる。

（このまま一気に────）




「グギャアオ！」

「ギチチチチチ！」

「蒼司朗っ！」

　眼前に現れた白びやつ虎この戦士が、共倒れにでもなるように蒼司朗を巻きこんで吹っ飛んだ。

　恐おそろしい勢いでどこからか噴ふん出しゆつし、めちゃくちゃに舞まい飛ぶ大量の氷ひよう雪せつで、周囲が真っ白に霞かすむ。




　突然横殴りに動いた視界に、何が起こったのかわからないまま、蒼司朗は雪に塗まみれて落下した。急いで身を起こした蒼司朗は、足の上に斜ななめに乗っている篠しの原はら勇ゆう輝きに驚く。

「篠原!?」

「いきなり出てくんじゃねぇよ……！　間に合わねぇかと思っただろ、……この、馬ば鹿かチビ……！」

　掠かすれた声で罵ば倒とうし、蟲たちの側に向けていた半身を石化させた篠原勇輝は、思うままにならない身体からだを無理やり動かして、強引に蒼司朗の上から滑すべり落ちる。

　篠原勇輝が割りこんでくれなかったら、蒼司朗の身体の前面が石化していただろう。

「先輩たちと安あん藤どうががんばってくれてるうちに、決めろ……！」




　蔵くら田た実さね親ちかが大きな氷と雪を放ち、安藤奏かなでが氷を大小様々な大きさに砕き、芙ふ蓉よう薫かおる子こが暴ぼう風ふうを起こしてそれを荒あれ狂くるわせた。ざっくりとした雑な技だが、三人がかりで行えば、強力な目隠し効果で蒼司朗の身を守れる。




「俺も、これ以上はできねぇぞ……」

　腕うでを持ち上げた篠原勇輝は、蒼司朗の真紅の翼に指先で触ふれる。石化を始めていた翼は、その部分の呪いを篠原勇輝の指へと移した。




　四神の戦士のうちただ一人、毒を扱あつかう篠原勇輝は、他人の受けた毒を自分の身に吸収できる。未知のものを解げ毒どくできるわけではないが、他者に比べれば耐たい性せいはずっとある。




「ゴメン、篠原、ありがとう……！」

（すみません、蔵田先輩、芙蓉先輩、安藤……！）

　今日対たい峙じしているのは、篠原たちが四人がかりでもすべてを仕留めきれず、大きなダメージを受けたモノだ。

　蒼司朗がただ一人でどうにかできるような蟲ではないとわかっていたはずなのに、四人に協力を求めなかった。帝都を大切に思う気持ちは、同じはずなのに────！

（今度は決められる）

　蔵田実親たち三人が、蟲と蒼司朗の間に雪と氷で目隠しの壁かべを作ってくれているから、蒼司朗は蟲を浄じよう化かできる。

　浄化の力を放ったあと、蒼司朗がどうなるか、石化したり毒を浴あびた者たちがどうなるかはわからないが、それでも────。




（オレはやらなくちゃいけない）




　覚かく悟ごした蒼司朗は、翼を広げ、雪を蹴けって飛ぶ。




　四神の戦士が起こす激しい吹雪ふぶきに似たもので、神官たちにドームの外の様子はまったくわからなくなった。

「くそ！　どうなったんだ!?」

　奥庭の四神様と四神変化して、天の戦士になったはずの蒼司朗の姿は見えず、蟲の気配は変わらない。ドームを出て行った蒼司朗に一番近い場所にいるはずの新庄神官は、焦じれてぎりっと奥おく歯ばを嚙かみ鳴らす。




「ヒヨ！　ヒヨヒヨヒヨヒヨ！」

「お、おいっ……！」

　蓋をしていた手に光の入る隙すき間まを作ってしまった新庄神官は、手の中で突然暴あばれだしたヒヨコに、自分が何か不ふ手て際ぎわをしでかしたのかと躊ちゆう躇ちよする。

　静かにさせなければ祝詞の邪じや魔まになるので黙だまらせたいが、片方の手のひらに納まるような、温かくてふわふわした子鳥なんて、新庄神官がちょっと押さえたなら、力を加えたつもりなどなくても、簡単に死んでしまうだろう。




「ヒヨヒヨヒヨ！」

　つんつんつんつんつん！




「いてててて！」

　小さくても、硬かたい嘴くちばしでガンガン突つつかれるとかなり痛い。誰だれか、他の神官に助けを求めようとした新庄神官は、手の中でぬるっと動いた冷たいモノに、ぞっと背せ筋すじを震わせる。

（そうだ、これは────）

　ただのヒヨコではなかった。尾お羽ばねが蛇へびの形をした、奇き怪かいで不ぶ気き味みなヒヨコなのだ。奥庭の四神様を世話している蒼司朗が、同じように連つれ歩いて可愛かわいがっていたので、『可愛い生き物』だと錯さつ覚かくを起こしてしまった。




「ヒヨ！」




　ヒヨコは成長して鶏にわとりになっても飛べない。しかし、蛇は跳とぶ。山の中を歩いていると、見上げるほど高いところを跳ぶ蛇に遭そう遇ぐうすることが稀まれにある。




　蛇の尾をバネのように使ったヒヨコは、小さな手て羽ばを広げ、新庄神官の手から跳んだ。

（あっ……！）

　小さな黄色は、乱みだれ飛ぶ氷雪にあっという間に隠され、視界から消える。




　────ヒヨ……！




（え？）

　幻げん聴ちようを聞いたと思った蒼司朗は、氷雪の向こうから突然現れたヒヨコに驚く。新庄神官にお願いしてきたヒヨコが、どうしてこんな場所に現れるのかはわからないが。

（駄目だ、ぶつかる……！）

　強くサーブされたテニスボールのように、蒼司朗へと一直線に向かってきたヒヨコが、一番可愛がってもらった場所である蒼司朗の胸むねに────。

（っ!?）




　黄色い羽毛が触れたと思った瞬間、不思議の色石によって作られた偽にせ物ものの『夜』の中、蒼司朗の身体から太陽に似た金色の光が弾はじけた。

（あ……！）




　氷雪に混じって飛来し、蒼司朗に付着した石化の呪いと毒が、光の粉と化し弾け散った。

　同種の力を持つ存在は、石化しないし、その毒に蝕むしばまれることもない。




　奥庭の四神様の四神変化に、蛇の尾を持つ金色の鶏が、その力を融合させる────。

　天の戦士は、頭上に冠かんむりを頂いただく金色と融合する。

　金色の光の卵から、もう一度、生まれる……。




　氷雪の紗しや幕まくの向こうで生まれた金色の光は、ドームの中にいた小此木神官長たちの目にも見えた。

「蒼司朗くん……!?」

　もう一段、別の変化を遂とげようとする天の戦士に、小此木神官長は我が目を疑う。

（こんなこと……！）

　前例はなく、神官の誰一人として、こんな話は聞いたことがない────。




　石化していく身体に、身動きが取れなくなっていく四神の戦士たちは、氷柱に映うつる蒼司朗の姿に驚愕する。

　今、蒼司朗の四神変化に加わったのは、魔ま獣じゆうバジリコックの雛だ。

　帝都城を守しゆ護ごする神と、魔獣が融合するなんて、そんなことがあってもいいのか!?




「……なんなんだよ!?　あのチビは……！」

「はは……、なんでもありですか。さすがですね」

「あの人は、どこまで常識がないんですか!?　城下で拾った得え体たいの知れない魔獣と、帝都城を守護される神聖な奥庭の四神様を、いっしょくたに扱うなんて……！」

「納得なんてできなくても、奥庭の四神様がお許しになったのだから、きっとわたしたちが口を挟はさむようなことではないのでしょうね」




　そもそもできないことだったなら、四神変化に神以外のモノが融合するなんて絶対に起こり得ない。だが、できてしまったのだから、それはこれまで誰も試こころみたことがないだけで、絶対の禁きん忌きではないのだ。




（蒼、司朗……！）

　石化が進み、次し第だいに目が見えなくなっていく篠原勇輝は、天の戦士からもう一段変化を遂げながらも、目を開かない蒼司朗に焦れる。

　別種の力の融合で、羽化に時間がかかるのはわかるのだが。

（気づいてるか!?　お前……！）

　石化していく四神の戦士は、いつまでも術を維い持じできない。激しく渦うず巻まき、荒れ狂っていた氷雪は、だんだんとその勢いを失っている。

　バジリコックと融合した蟲と同じく、バジリコックの力を手に入れ、石化と毒に対して耐性ができても、奥庭の四神の加護を受ける天の戦士でも、羽う化かせず身動きできない間に、巨大化した蟲に襲おそわれればひとたまりもない────！




「ギチ、ギチチチチ！」

　若様の形かた代しろに誘おびき寄せられ、ドームに接近する二匹の蟲は、光を放ちながら宙に浮く蒼司朗に向かって、ゆらり身を傾かしがせる。収おさまりつつある氷雪は、もう蟲の動きを妨さまたげない。




「────蒼司朗くん！」

　ドームの中から外の様子を見ていた小此木神官長は、叱しかりつけるように名を呼ぶ。

　常つねにない小此木神官長の声こわ音ねに、集中を乱した鈴すず宮みや神官の鳴らす鈴が、リズムを崩くずした。

「蒼司朗様……！」

　動どう揺ようする鈴の音に、神官たちの祝詞も乱れる。

「小此木神官長！　結けつ界かいを広げて、蒼司朗様を結界の中に入れましょう！」

　思いきって進言した神官に、小此木神官長は首を横に振る。

「結界を広げれば、強度が下がります。そうなれば、このドームも持ちません……！」

　蒼司朗を救うために結界で守る範はん囲いを広げれば、この場の神官全員の身が危あぶなくなる。変へん更こうはできない。




「……っ！」

「駄目です！　新庄神官！」

「出るな！」

　これ以上蒼司朗を見ていられないと、辛しん抱ぼう堪らずドームの外に飛びだそうとした新庄神官を、近くにいた神官が六人がかりで押さえつけた。蒼司朗を助けるために、今ドームの外に出たならば、四神の戦士と同じように、新庄神官は間違いなく石化する。




「グギャアオ！」

　振り上げられた鎌かまのような巨大な蟲の前まえ肢あしが、蒼司朗の頭に向かって────。




「！」

　神官たちは、ぎゅっと身を縮める。

　羽化途中の天の戦士を切り裂さき、氷のドームに沿そって形成された結界に、がきりと激げき突とつするはずの蟲の前肢は、しかし振り下ろされる途中で止まっていた。




「間に合ったネ」

　薄うすれゆく氷雪の向こうに、銀色の小さな球体に乗って宙に浮く異国の少年の姿が見えた。




　駝だ鳥ちように乗って駆けつけた那な智ちと入いり谷やも、望ぼう威いに助けられて窮きゆう地ちを脱だつした蒼司朗を見て、ほっとする。




　バジリコックと融合した二匹の巨大な蟲は、それぞれ透とう明めいな球体に封じられ、雪を被かぶった道路からわずかに浮かんでいる。蟲は球体の中で怒り狂って暴れているようだが、球体はびくともせず、あの耳みみ障ざわりな恐ろしい哭なき声も、完全に遮さえぎられて聞こえない。




　蕾つぼみが花開くように、ほろほろと翼を開き、天の戦士である蒼司朗は、金の冠を頂いて羽化する────。




　無事に羽化を遂げる蒼司朗に、ほっとした神官たちは肩かたに入っていた力を抜いた。

　シャン、シャン、シャン……。

　鈴宮神官は、落ち着いたリズムで鈴を鳴らす。




「これが帝都城の守護神の力を使う者の姿……！」
















　望威から話には聞いていたものの、初めて目もく撃げきする蒼司朗の四神変化に、入谷は目を瞠みはり、那智は冷静に分析する。

「アノ金の翼ト金きん冠かんハ、バジリコックのものナリ」




「────望威」

　わずかに記き憶おくの飛んでいた蒼司朗は、すぐ近くにいる望威を見つめる。

（……蟲を閉じこめた、透明な球？）

　こんな奇き妙みよう奇天烈きてれつなことができるのは、砂の国から来たトンデモ王子ぐらいだと蒼司朗は思う。




　望威は蒼司朗に見つめられ、ぽっと頰ほおを赤くして説明する。

「コレは前にボクが公園で使っタのと同じものデス。今度は裏返して蟲を捕つかまえタから、蟲からこっちは見えないネ」




　どんな環かん境きようにあっても利用者に快適空間を提供する銀色の球体は、裏返して使ったなら、対象物に合わせて自由に大きさを変え、どんな怪かい物ぶつでも捕とらえられる頑がん強きような檻おりとなる。




　────極きわめて汚きたなきも滞たまり無なれば　穢きたなきとはあらじ　内うち外との玉たま垣がき　清きよく淨きよしと申す……！




　ドームの中から送られる祝詞が、無事に羽化を遂げた蒼司朗を、やんわりと加護する。




「夜の石ノ力が切れソウなので、眠りノ石を仕掛けてきたヨ。バジリコックだけなら、雄鳥デ退治デキルけど、帝都のコレは、センパイにしか浄化できないネ」

　道を譲ゆずるように、望威の乗った銀色の球体がすうっと滑なめらかに横に移動し、蒼司朗は二匹の巨大な蟲を入れた球体と対峙する。




「────お庭番、望月蒼司朗、参る！」




　金の冠を頂いた天の戦士は、戦斧を大きく振り上げた。




「四神演えん武ぶ、封ほう詞し送そう給きゆう！」




　鮮あざやかに空を一いつ閃せんした戦斧は、艶あでやかな虹色の軌き跡せきを描えがく。虹に切り裂かれ、球体に閉じこめられていた巨大な蟲たちは、光の粒つぶと化して砕け散る。




　蟲の姿が消える際に一瞬だけ、蟲の本来の姿と、融合していたバジリコック────蛇の尾を持つ鶏の影が見えた。




　砕け散った光の粒はいくつか集まり、甘い香りを放つ熟じゆくした実となって、ふんわりと雪で覆おおわれた一角、結界で区切られた場所に降ふり注そそぐ。




　降り落ちてきた実が身体に触れた瞬間、ぱっと弾け、石化していた四神の戦士は元の姿に戻る。

「終わった、のか……？」

　篠原勇輝は油断なく周囲を見回しながら身を起こす。ぱちんとシャボン玉が割れるように、石化から戻った篠原勇輝たちの四神変化は、次々に解とけていった。

「いい匂い」

「……甘い」

　うっとりする芙蓉薫子と、たまたま実が口に入った安藤奏に、蔵田実親は笑う。

「薫子クンや奏クンには似合いそうだね」

（急きゆう拵ごしらえのドームも、神官の役に立てたようでよかった）

　神官たちの安全域確保のために氷で作ったドームを、蔵田実親は指をひとつ鳴らして消し去る。ドームがなくなると同時に、芙蓉薫子が提供した篝かがり火びも消えた。




「石化したので置いてきてしまった神官も、これで元に戻せそうですね」

　ドームがなくなり、ひらりと落ちてきた若様の形代を回収した小此木神官長は、他の神官と同じように、小こ刀がたなで夜を小さく削けずり落としたような紫むらさき色いろの実を手のひらで受け止める。

「……桑くわの実、ですか」




　桑の木は霊れい力りよくのある神しん聖せいな木として大切にされ、その木で作った弓は厄やくを祓はらう力を持つ。




　鼻を近づけて、くんと匂いを嗅かぎ、甘あま酸ずっぱい実を美お味いしく味わって、小此木神官長は微笑ほほえむ。

「どうして蒼司朗くんは、あんなに醜みにくくて恐ろしい蟲を、こんなに嬉うれしいステキなものに変えることができるんでしょうね」

　結界の外で待機していた公儀隠密たちは、桑の実を拾って石化した神官のもとへ走る。




　真紅と黄金、二対の翼を広げ、静かに降こう下かした蒼司朗は、爪つま先さきが道路につくのと同時に、四神変化を解く。




　────ヒヨ！




（お前、本当にバジリコックだったのか……）

　蒼司朗は目の前に浮かんで見えたヒヨコの幻まぼろしに、胸の中で静かに語りかける。




　ひょっとすると魔獣かもしれない、まさかと考えた蒼司朗だったが、懐なついてくれたのが嬉しくて、可愛くて、そんなことがあるはずはないと否ひ定ていし、現実から目を背そむけていた。




（オレと皆みなを助けてくれたんだよな。ありがとう）

　呼びかけようとして、蒼司朗はこのヒヨコに愛称のひとつもつけていなかったことに気づく。

　しかしそれでも、終わりゆく『夜』のなか、ヒヨコの幻は嬉しそうに蒼司朗に向かって小さな手羽をぱたぱたと上げたり、蛇の形をした尾を振り動かした。




　帝都のどこかで、雄おん鳥どりが鳴いた。




　蒼司朗の身を守り、最期に小さく弾けて散った金色の光────。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

「……うん」

　小さなヒヨコは、もういない。

　温ぬくもりのあった場所に、蒼司朗はそっと手を当てた。








了












[image: ]




　帝都学園高等部の生徒会室で昼食をとったあと、お腹なかいっぱい食べたピヨ四し神じんを昼寝させた蒼そう司し朗ろうは、記き録ろく書しよ作成に協力し、帝都城下で拾ったヒヨコについて詳しよう細さいを報告した。

「────あいつが本当にバジリコックだったのは、オレの四神変化に融ゆう合ごうしたことからわかるんですけど、どうしてあいつだけ成せい獣じゆうにならなかったんでしょう？」

　孵ふ化かから四時間で成獣になるはずなのに、ヒヨコは一晩経たってもあのままだった。

「そうですね……」

　筆ひつ記きしていた鈴すず宮みや神官も不思議そうな顔をしたが、小お此この木ぎ神官長は笑う。

「そんなの、簡単なことですよ。蒼司朗くんが見つけたとき、ヒヨコは一度死んだんです。あのとき蒼司朗くんは、奥庭の四神様を連つれていたでしょう？　ヒヨコは奥庭の四神様の力で生き返ったんです」

　ぱたっとヒヨコが倒れたのは、蒼司朗が先にヒヨコを見たからだ。だが、ヒヨコはピヨ四神に会った。見られたから死ななくてはいけないという性質をピヨ四神が認めなかったから、ヒヨコは臨りん死し体験をして生き返った。一度死んだバジリコックだったから、何人に見られようとも死ぬことはなかったし、視線で誰だれかを殺すこともなかった。

「では、奥庭の四神様がくれた命だから、ヒヨコのまま蒼司朗様のもとにいたんですね」

　ピヨ四神と同じように、ずっと蒼司朗のそばにいられる姿で────。

「あぁ、なるほど。そうかもしれませんね」

　夢のある想像をした鈴宮神官に、蒼司朗は納得し、にこにこと微笑ほほえみあう。和なごやかな二人に、清きよ志し朗ろうと小此木神官長はちらりと目を合わせ、腹の中で思う。

（蒼くんは許きよ容よう範はん囲いが広いけど、妙みように常識にこだわったりもするから……）

（あのヒヨコも三カ月後には、鶏にわとりになってたかもしれないですよね）

　立派にバジリコックとして成長しても、魔ま獣じゆうのはずがないとスルーして、蛇へびっぽい尾お羽ばねの『ちょっと奇き妙みような鶏』としか思わず、平気な顔で世話をしているような気がする。

「……バジリコックって、雄おん鳥どりでよかったです」

「そうですね」

　雄鳥なら卵を産まず、子供は増えない。清志朗と小此木神官長はしみじみ頷うなずいた。


二○一三年二月　流ながれ　星せい香か　　認めない、気づかないは、無む敵てきで最強☆
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